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市役所前広場の利活用方法を検証するためのイベントを実施しています。



問
　
夜
間
や
風
水
害
時
に
家
庭
で
情
報
を
得
ら
れ
る
防

災
ラ
ジ
オ
の
普
及
に
係
る
今
年
度
の
取
り
組
み
を
問
う
。

市
長
　
今
年
度
は
９
月
か
ら
１
０
０
台
分
の
受
付
を
行

い
10
月
末
か
ら
の
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。
防
災
ラ
ジ

オ
は
市
民
が
災
害
情
報
を
収
集
す
る
有
効
な
ツ
ー
ル
の

一
つ
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
普
及
向
上
に
努
め
る
。

問
　
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
促
進
は
市
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
実
施
計
画

２
０
２
５
の
策
定
中
で
あ
る
が
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向
性
を
伺
う
。

市
民
安
全
部
長
　
毎
年
、
多
く
の
方
か
ら
の
購
入
希
望

が
あ
る
が
、
予
定
台
数
を
超
え
て
抽
選
と
な
っ
て
い
る
。

在
庫
が
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
現
状
は
希
望
さ
れ

る
方
全
員
に
行
き
届
い
て
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

現
在
進
め
て
い
る
実
施
計
画
２
０
２
５
の
策
定
に
お
い

て
は
、
市
民
の
希
望
に
応
じ
て
配
布
で
き
る
よ
う
、
一

定
数
を
一
括
で
購
入
す
る
な
ど
、
継
続
的
な
提
供
を
可

能
に
す
る
た
め
検
討
を
し
て
い
る
。
今
後
も
、
防
災
行

政
用
無
線
の
放
送
が
聞
こ
え
な
い
方
や
高
齢
の
方
、
障

が
い
の
あ
る
方
な

ど
、
防
災
ラ
ジ
オ

の
必
要
性
が
高
い

方
に
し
っ
か
り
と

配
布
が
で
き
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
普

及
向
上
に
努
め
る
。

問
　
本
市
の
小
・
中
学
校
の
教
員
の
現
状
と
課
題
を
伺

う
。

教
育
長
　
令
和
４
年
度
当
初
の
教
員
の
充
足
状
況
は
、

教
員
定
数
及
び
産
育
休
等
の
代
替
者
の
欠
員
に
対
し
て

フ
ル
タ
イ
ム
の
常
勤
職
員
を
配
置
で
き
な
か
っ
た
学
校

は
、
小
学
校
が
19
名
、
中
学
校
は
３
名
で
あ
っ
た
。
こ

の
欠
員
は
、
や
む
を
得
ず
非
常
勤
職
員
で
対
応
し
た
。

年
度
途
中
に
お
け
る
産
育
休
や
療
養
休
暇
等
に
伴
う
代

替
者
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
小
学
校
で
は
学
級
担
任
へ

の
常
勤
職
員
の
配
置
に
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。

問
　
教
員
不
足
に
つ
い
て
、
国
や
県
へ
の
予
算
要
望
及

び
市
費
の
教
員
を
増
員
す
る
等
の
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
う
役
割
と
し

て
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。
教
員
の

業
務
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
一
方
で
、
各
学
校
か
ら

は
勤
務
時
間
等
の
拡
大
が
要
望
さ
れ
て
い
る
他
、
教
員

の
加
配
の
要
望
も
あ
る
た
め
、
国
及
び
県
に
加
配
定
数

等
の
拡
充
を
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、
市
費
の
教
員
や

ふ
れ
あ
い
補
助
員
の
適
正
な
配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
、

人
数
や
勤
務
時
間
等
の
規
模
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
研

究
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

総
合
計
画
実
施
計
画
に
つ

い
て

問
　
部
活
動
の
地
域
移
行
は
教
育
委
員
会
や
学
校
だ
け

の
取
り
組
み
で
は
な
く
、
市
長
部
局
が
舵
取
り
を
行
い

成
功
に
導
く
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
移
行
は
市
を
あ
げ
て
検
討
し
て
い
く
べ
き
問
題

と
捉
え
て
い
る
。
ま
ず
は
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
で

検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
育
成
年
代
の
部
活
動
の
新
し

い
姿
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
議
論
を
深
め
て
い
く
。

問
　
市
民
へ
の
広
報
戦
略
を
問
う
。

市
長
　
移
行
に
向
け
て
は
、
学
校
の
中
、
受
け
皿
と
な

る
地
域
、
国
の
支
援
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。
最

も
影
響
を
受
け
る
生
徒
や
保
護
者
が
不
安
を
感
じ
な
い

よ
う
丁
寧
な
広
報
を
適
宜
進
め
て
い
く
。

問
　
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
の
立
ち
位
置
の
醸
成
に

つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
長
年
学
校
で
醸
成
さ
れ
た
部
活
動
の
教
育
的
意
義
や

役
割
を
継
承
し
、
生
徒
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
市
は
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
く
。

問
　
部
活
動
の
指
導
を
希
望
し
な
い
教
員
に
兼
職
兼
業

を
求
め
な
い
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

教
育
総
務
部
長
　
部
活
動

指
導
に
お
け
る
教
員
一
人

一
人
の
考
え
を
尊
重
し
、

安
心
し
て
休
日
の
過
ご
し

方
を
選
択
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

岡 崎 　 進

早 川 仁 美

山 﨑 広 子

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
に
つ
い
て

教
員
不
足
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
中
学
校
部
活
動

の
地
域
移
行
に
つ
い
て

災害時に役立つ防災ラジオ

教員の働き方改革

多様性ある部活動の
地域移行

（3）

一
般
質
問

議

　
案

　
提

　
出

質

　
　
　
　
　
疑

提

　
案

　
説

　
明

案

件

説

明

質

　
　
　
疑 

討

　
　
　
論

採

　
　
　
決

案

件

説

明

質

　
　
　
疑 

討

　
　
　
論

採

　
　
　
決

委 

員 

長 

報 

告

討

　
　
　
　

論

採

　
　
　
　

決

委

員

会

付

託

一

般

質

問

陳 

情 

審 

査

決算審査議案審査
本会議 特別委員会委員会 本会議

問
　
認
知
症
の
方
が
尊
厳
を
持
っ
て
地
域
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
送
る
に
は
、
そ
の
方
を
支
え
る
家
族
を
含
め
た

支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
一
体
的

支
援
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
の
か
問
う
。

福
祉
部
長
　
認
知
症
の
方
の
意
欲
向
上
及
び
家
族
の
介

護
負
担
感
の
軽
減
と
家
族
関
係
の
再
構
築
を
図
る
た
め
、

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
一
体
的
に
支
援
す
る
必
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。
地
域
で
支
え
る
取
り
組
み
と
し

て
、
認
知
症
当
事
者
や
家
族
の
集
い
の
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
よ
り
各
地
区
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を

兼
務
で
配
置
し
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み

と
支
援
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

問
　
「
一
体
的
支
援
」
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

活
躍
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
本
市
で
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
受
講
し
た
方
は
、
令
和
４
年
７
月
末
現
在
、
延
べ
１
４

６
９
８
人
で
あ
る
。
今
後
も
継
続
し
て
同
講
座
を
実
施
し
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
り
、
さ

ら
に
活
躍
に
つ
な
が
る

よ
う
推
進
に
努
め
て
い

く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

事
項

が
ん
教
育
の
推
進
に
つ

い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
、
市
長
等
（
執
行
機

関
）
に
対
し
、
市
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事

務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
の

所
信
や
疑
問
を
た
だ
し
、
ま
た
は
報
告
や
説
明

を
求
め
る
も
の
で
す
。
本
市
議
会
で
は
第
２
回

（
６
月
）
、
第
３
回
（
９
月
）
及
び
第
４
回

（
12
月
）
定
例
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

本
会
議
第
３
日
か
ら
第
７
日
に
か
け
て
、
18
人

の
議
員
（
一
括
方
式
：
16
人
、
一
問
一
答
方

式
：
２
人
）
が
行
い
ま
し
た
。

第 3回定例会の主な流れ

滝 口 友 美

一
般
質
問18人の

議員が質問

誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に

認知症への理解を深める
「ちがさきオレンジDay」展示

（2）

一
般
質
問



問
　
夜
間
や
風
水
害
時
に
家
庭
で
情
報
を
得
ら
れ
る
防

災
ラ
ジ
オ
の
普
及
に
係
る
今
年
度
の
取
り
組
み
を
問
う
。

市
長
　
今
年
度
は
９
月
か
ら
１
０
０
台
分
の
受
付
を
行

い
10
月
末
か
ら
の
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。
防
災
ラ
ジ

オ
は
市
民
が
災
害
情
報
を
収
集
す
る
有
効
な
ツ
ー
ル
の

一
つ
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
普
及
向
上
に
努
め
る
。

問
　
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
促
進
は
市
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
実
施
計
画

２
０
２
５
の
策
定
中
で
あ
る
が
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向
性
を
伺
う
。

市
民
安
全
部
長
　
毎
年
、
多
く
の
方
か
ら
の
購
入
希
望

が
あ
る
が
、
予
定
台
数
を
超
え
て
抽
選
と
な
っ
て
い
る
。

在
庫
が
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
現
状
は
希
望
さ
れ

る
方
全
員
に
行
き
届
い
て
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

現
在
進
め
て
い
る
実
施
計
画
２
０
２
５
の
策
定
に
お
い

て
は
、
市
民
の
希
望
に
応
じ
て
配
布
で
き
る
よ
う
、
一

定
数
を
一
括
で
購
入
す
る
な
ど
、
継
続
的
な
提
供
を
可

能
に
す
る
た
め
検
討
を
し
て
い
る
。
今
後
も
、
防
災
行

政
用
無
線
の
放
送
が
聞
こ
え
な
い
方
や
高
齢
の
方
、
障

が
い
の
あ
る
方
な

ど
、
防
災
ラ
ジ
オ

の
必
要
性
が
高
い

方
に
し
っ
か
り
と

配
布
が
で
き
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
普

及
向
上
に
努
め
る
。

問
　
本
市
の
小
・
中
学
校
の
教
員
の
現
状
と
課
題
を
伺

う
。

教
育
長
　
令
和
４
年
度
当
初
の
教
員
の
充
足
状
況
は
、

教
員
定
数
及
び
産
育
休
等
の
代
替
者
の
欠
員
に
対
し
て

フ
ル
タ
イ
ム
の
常
勤
職
員
を
配
置
で
き
な
か
っ
た
学
校

は
、
小
学
校
が
19
名
、
中
学
校
は
３
名
で
あ
っ
た
。
こ

の
欠
員
は
、
や
む
を
得
ず
非
常
勤
職
員
で
対
応
し
た
。

年
度
途
中
に
お
け
る
産
育
休
や
療
養
休
暇
等
に
伴
う
代

替
者
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
小
学
校
で
は
学
級
担
任
へ

の
常
勤
職
員
の
配
置
に
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。

問
　
教
員
不
足
に
つ
い
て
、
国
や
県
へ
の
予
算
要
望
及

び
市
費
の
教
員
を
増
員
す
る
等
の
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
う
役
割
と
し

て
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。
教
員
の

業
務
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
一
方
で
、
各
学
校
か
ら

は
勤
務
時
間
等
の
拡
大
が
要
望
さ
れ
て
い
る
他
、
教
員

の
加
配
の
要
望
も
あ
る
た
め
、
国
及
び
県
に
加
配
定
数

等
の
拡
充
を
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、
市
費
の
教
員
や

ふ
れ
あ
い
補
助
員
の
適
正
な
配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
、

人
数
や
勤
務
時
間
等
の
規
模
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
研

究
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

総
合
計
画
実
施
計
画
に
つ

い
て

問
　
部
活
動
の
地
域
移
行
は
教
育
委
員
会
や
学
校
だ
け

の
取
り
組
み
で
は
な
く
、
市
長
部
局
が
舵
取
り
を
行
い

成
功
に
導
く
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
移
行
は
市
を
あ
げ
て
検
討
し
て
い
く
べ
き
問
題

と
捉
え
て
い
る
。
ま
ず
は
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
で

検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
育
成
年
代
の
部
活
動
の
新
し

い
姿
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
議
論
を
深
め
て
い
く
。

問
　
市
民
へ
の
広
報
戦
略
を
問
う
。

市
長
　
移
行
に
向
け
て
は
、
学
校
の
中
、
受
け
皿
と
な

る
地
域
、
国
の
支
援
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。
最

も
影
響
を
受
け
る
生
徒
や
保
護
者
が
不
安
を
感
じ
な
い

よ
う
丁
寧
な
広
報
を
適
宜
進
め
て
い
く
。

問
　
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
の
立
ち
位
置
の
醸
成
に

つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
長
年
学
校
で
醸
成
さ
れ
た
部
活
動
の
教
育
的
意
義
や

役
割
を
継
承
し
、
生
徒
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
市
は
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
く
。

問
　
部
活
動
の
指
導
を
希
望
し
な
い
教
員
に
兼
職
兼
業

を
求
め
な
い
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

教
育
総
務
部
長
　
部
活
動

指
導
に
お
け
る
教
員
一
人

一
人
の
考
え
を
尊
重
し
、

安
心
し
て
休
日
の
過
ご
し

方
を
選
択
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

岡 崎 　 進

早 川 仁 美

山 﨑 広 子

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
に
つ
い
て

教
員
不
足
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
中
学
校
部
活
動

の
地
域
移
行
に
つ
い
て

災害時に役立つ防災ラジオ

教員の働き方改革

多様性ある部活動の
地域移行

（3）
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決算審査議案審査
本会議 特別委員会委員会 本会議

問
　
認
知
症
の
方
が
尊
厳
を
持
っ
て
地
域
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
送
る
に
は
、
そ
の
方
を
支
え
る
家
族
を
含
め
た

支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
一
体
的

支
援
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
の
か
問
う
。

福
祉
部
長
　
認
知
症
の
方
の
意
欲
向
上
及
び
家
族
の
介

護
負
担
感
の
軽
減
と
家
族
関
係
の
再
構
築
を
図
る
た
め
、

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
一
体
的
に
支
援
す
る
必
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。
地
域
で
支
え
る
取
り
組
み
と
し

て
、
認
知
症
当
事
者
や
家
族
の
集
い
の
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
よ
り
各
地
区
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を

兼
務
で
配
置
し
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み

と
支
援
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

問
　
「
一
体
的
支
援
」
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

活
躍
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
本
市
で
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
受
講
し
た
方
は
、
令
和
４
年
７
月
末
現
在
、
延
べ
１
４

６
９
８
人
で
あ
る
。
今
後
も
継
続
し
て
同
講
座
を
実
施
し
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
り
、
さ

ら
に
活
躍
に
つ
な
が
る

よ
う
推
進
に
努
め
て
い

く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

事
項

が
ん
教
育
の
推
進
に
つ

い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
、
市
長
等
（
執
行
機

関
）
に
対
し
、
市
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事

務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
の

所
信
や
疑
問
を
た
だ
し
、
ま
た
は
報
告
や
説
明

を
求
め
る
も
の
で
す
。
本
市
議
会
で
は
第
２
回

（
６
月
）
、
第
３
回
（
９
月
）
及
び
第
４
回

（
12
月
）
定
例
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

本
会
議
第
３
日
か
ら
第
７
日
に
か
け
て
、
18
人

の
議
員
（
一
括
方
式
：
16
人
、
一
問
一
答
方

式
：
２
人
）
が
行
い
ま
し
た
。

第 3回定例会の主な流れ

滝 口 友 美

一
般
質
問18人の

議員が質問

誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に

認知症への理解を深める
「ちがさきオレンジDay」展示

（2）

一
般
質
問
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問

　学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
部
活

動
の
意
義
を
、
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
教
員
と
生
徒
が
同
様
の
価
値
観

を
持
っ
て
部
活
動
に
臨
む
こ
と
で
、
生
徒
の
多
様
な
学

び
や
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、
部
活
動
を
行
う
意
義

の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
で
、
地
域
を
拠
点
と
し
た
地
域

ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動
は
、
各
団
体
の
理
念
に
基
づ
く
活

動
方
針
や
形
態
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
が
増

え
る
等
の
新
た
な
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
き
た
部
活
動
の
意
義
や
ノ

ウ
ハ
ウ
等
を
積
極
的
に
発
信
し
、
部
活
動
の
新
た
な
枠

組
み
の
整
備
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

問

　今
後
、
部
活
動
が
多
様
化
す
る
中
で
、
生
徒
一
人
一
人

に
目
を
向
け
、
分
け
隔
て
な
く
等
し
く
相
応
の
評
価
を
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
教
育
活
動
と
し
て
の
部
活
動

の
意
義
の
継
承
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
結
果
だ
け
で
な
く
、
過
程
の
努

力
や
工
夫
を
振
り
返
り
、
生
徒
自
身
の
良
い
部
分
や
成

長
を
気
付
か
せ
る
た
め
、
適
切
に
自
己
評
価
で
き
る
場

面
を
設
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
生
徒
一
人
一
人
の
多
様
な

活
動
を
適
切
に
評
価
し
、
各
学

校
の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
な

評
価
場
面
を
創
出
で
き
る
よ
う
、

校
長
会
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
研
究
を
進
め
て
い
く
。

問

　中
学
校
部
活
動
の
円
滑
な
地
域
移
行
に
向
け
、
指

導
者
の
確
保
や
指
導
資
格
の
基
準
等
の
課
題
も
あ
る
。

市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

市
長
　
指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
部

活
動
指
導
協
力
者
や
地
域
で
の
指
導
を
希
望
す
る
教
員

の
兼
職
兼
業
に
加
え
、
企
業
・
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
や
大
学

な
ど
か
ら
の
指
導
者
の
派
遣
、
本
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

と
し
て
い
る
プ
ロ
チ
ー
ム
か
ら
の
指
導
者
の
派
遣
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。
指
導
資
格
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

運
動
部
に
つ
い
て
は
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
の
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
資
格
の
取
得
を
求
め
る
こ

と
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
技
術
面
の
み
で
な

く
、
行
き
過
ぎ
た
指
導
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
も
留
意

し
た
研
修
な
ど
も
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
発
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
国
か
ら
の
通
知

等
も
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
も
考
慮
し
、

複
数
の
道
筋
や
多
様
な
方
法
が
あ
る
こ
と
も
意
識
し
な

が
ら
、
中
学
校
部
活

動
の
地
域
移
行
を
進

め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質

問
事
項

茅
ヶ
崎
の
海
難
事
故

防
止
対
策
に
つ
い
て
　

問

　高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
「
高
齢
者
の
難
聴
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

市
長
　
高
齢
者
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
で
活
躍

す
る
た
め
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

福
祉
部
長
　
難
聴
者
を
含
む
全
て
の
高
齢
者
が
社
会
参
加

を
た
め
ら
う
こ
と
の
な
い
よ
う
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

　専
門
家
等
の
協
力
を
得
て
「
き
こ
え
の
相
談
」
が

で
き
る
施
策
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
現
時
点
で
は
、
言
語
聴
覚
士
等
に
よ
る
施
策

の
実
施
や
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

問

　補
聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
重
要
な
施
策

と
し
て
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
検
討
状
況
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
加※

１

齢
性
難
聴
は
聞
こ
え
の
感
覚
が
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、
助
成
基
準
等
に
課
題
が
多
く
、
市
独
自
の
助
成

制
度
の
創
設
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

　高
齢
者
の
社
会
参
加
支
援
の
必
要
性
を
認
識
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
導
入
を

積
極
的
に
検
討
す
る
よ
う
求
め
る
が
、
見
解
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
助
成
制
度
の

導
入
は
考
え
て
い
な
い
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

し
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整

備
し
、
高
齢
者
が
自
立
を

目
指
せ
る
よ
う
施
策
を
進

め
た
い
。

木 山 耕 治

水 本 定 弘

中 野 幸 雄

茅
ヶ
崎
市
立
学
校
に
お
け
る

部
活
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て

高
齢
者
の「
き
こ
え
問
題
」に

つ
い
て

子どもたちの健やかな成長のために

円滑な移行のために

高齢者が元気な街づくりを

（4）

一
般
質
問

問
　財
政
健
全
化
緊
急
対
策
と
コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
り
、
市

民
に
と
っ
て
、
事
業
や
補
助
金
・
委
託
金
等
の
廃
止
理
由

や
、
こ
れ
ま
で
継
続
さ
れ
て
き
た
事
業
の
行
く
末
が
分
か

り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
廃
止
理
由
が
財
政
健
全
化
緊
急

対
策
の
た
め
な
の
か
、
感
染
防
止
や
経
済
の
落
ち
込
み
の

影
響
な
の
か
、
ま
た
、
現
状
の
方
針
が
将
来
的
な
「
決

定
」
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
こ
れ
ま
で
継
続
さ
れ
て
き
た

事
業
に
関
す
る
今
後
の
考
え
方
を
伺
う
。

財
務
部
長
　
「
見
直
す
べ
き
も
の
は
見
直
し
、
継
続
す

べ
き
も
の
は
継
続
す
る
」
と
い
う
考
え
方
の
下
で
、
時

間
を
か
け
て
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
見
直
し
に

至
っ
た
事
業
や
補
助
金
は
、
た
だ
漫
然
と
元
の
姿
に
戻

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
一
方
、
「
一

度
や
め
た
か
ら
に
は
、
絶
対
に
戻
さ
な
い
」
と
い
う
よ

う
な
、
か
た
く
な
な
態
度
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

社
会
情
勢
が
刻
一
刻
と
変
化
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

人
々
の
価
値
観
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
一

度
見
直
し
を
行
っ
た
事
業
も
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を

し
っ
か
り
と
捉
え
た
中
で
、
異
な
る
形
で
公
金
を
投
入

す
る
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ

る
場
合
に
は
、
し
っ
か
り
と

対
応
を
取
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

市
民
に
向
け
た
情
報
提
供
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

問
　自
給
率
向
上
も
含
め
た
都
市
農
業
の
現
状
を
問
う
。

市
長
　
市
役
所
で
の
直
売
会
や
小
学
校
・
保
育
園
の
給

食
に
食
材
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、
地
場
産
農
産
物
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。
市
内
流
通
量
の
増
加
に
向
け
、

関
係
団
体
や
農
業
者
と
の
連
携
・
協
力
を
継
続
す
る
。

問
　人
・
農
地
プ
ラ
ン
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

経
済
部
長
　
５
年
か
ら
10
年
後
の
地
域
の
状
況
を
想
定

し
、
農
地
の
集
積
や
担
い
手
に
つ
い
て
協
議
し
、
結
果

を
公
表
す
る
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
法
改
正
に
よ
り
、

令
和
７
年
度
末
ま
で
に
地
域
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
る
。
す
で
に
農
業
者
や
関
係
団
体
に
よ
る
協
議
を
始

め
て
お
り
、
農
業
者
及
び
地
域
の
意
向
を
本
計
画
に
反

映
さ
せ
、
本
市
の
農
業
や
農
地
の
維
持
を
目
指
す
。

問
　人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
に
お
け
る
課
題
を
問
う
。

経
済
部
長
　
協
議
を
重
ね
る
上
で
中
心
と
な
る
将
来
の

担
い
手
の
確
保
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　「
茅
ヶ
崎
の
農
業
経
営
」
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

経
済
部
長
　
小
規
模
・
家
族
経
営
が
大
多
数
を
占
め
て
お

り
、
低
価
格
帯
で
の
競
合
よ
り
は
、
高
品
質
・
高
付
加
価

値
の
商
品
を
消
費
者
と
直
接
取
引
す
る
形
態
に
大
き
な
可

能
性
が
あ
る
。
市
内
飲
食
店
へ
の

直
接
納
品
や
海
辺
の
朝
市
で
の
直

売
等
、
「
納
得
の
い
く
農
産
物
を

旬
の
時
期
に
美
味
し
く
」
と
い
う

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が

本
市
の
農
業
の
強
み
に
な
る
。

問

　中
島
地
区
及
び
須
賀
新
田
地
区
の
堤
防
整
備
の
進

捗
状
況
を
問
う
。

市
長
　
中
島
地
区
の
高
潮
堤
防
区
間
の
う
ち
、
ま
ず
は

約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
暫
定
堤
防
の
整
備
に
着
手
す
る
。

下
水
道
河
川
部
長
　
須
賀
新
田
地
区
の
堤
防
整
備
は
令

和
４
年
10
月
末
ま
で
に
行
わ
れ
る
。
堤
防
整
備
は
平
塚

市
、
寒
川
町
と
連
携
し
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。

問

　小
出
川
の
洪
水
調
節
施
設
整
備
、
浜
園
橋
付
近
の

護
岸
整
備
及
び
河
道
掘
削
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

下
水
道
河
川
部
長
　
施
設
規
模
５
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
時

間
雨
量
50
ミ
リ
規
模
の
洪
水
を
調
整
す
る
小
出
川
洪
水
調

節
施
設
は
、
事
業
用
地
の
一
部
で
掘
削
工
事
に
着
手
し
た
。

ま
た
、
浜
園
橋
付
近
の
護
岸
整
備
は
、
令
和
７
年
度
の
橋

り
ょ
う
整
備
事
業
の
完
了
後
、
県
が
浜
園
橋
か
ら
上
流
へ

順
次
、
河か

床し
ょ
う

掘
削
を
実
施
す
る
。

問

　高
齢
者
や
障
が
い
者
の
災
害
時
に
お
け
る
個
別
避

難
計
画
の
取
り
組
み
を
問
う
。

市
長
　
令
和
３
年
度
か
ら
、
①
真
に
避
難
支
援
が
必
要
な

者
の
把
握
、
②
個
別
避
難
計
画
の
作
成
、
③
避
難
支
援
体

制
の
確
保
な
ど
の
各
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
現
在
課

題
を
精
査
し
、
全
市
展
開
へ

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

山 田 悦 子

小 島 勝 己

長谷川由美

輝
く
茅
ヶ
崎
の
未
来
を
創
る
！

茅
ヶ
崎・未
来
の
都
市
農
業

に
つ
い
て

相
模
川
左
岸
の
堤
防
整
備
と

小
出
川
流
域
治
水
対
策
等
に

つ
い
て

「
み
ん
な
で
未
来
を
創
る
ま
ち
」を

実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み

北部にある福祉農園

２０２１年７月　大雨による小
出川増水（萩園橋から見た
小出川下流）

オープンハウス型意見交換会
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一
般
質
問
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問

　学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
部
活

動
の
意
義
を
、
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
教
員
と
生
徒
が
同
様
の
価
値
観

を
持
っ
て
部
活
動
に
臨
む
こ
と
で
、
生
徒
の
多
様
な
学

び
や
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、
部
活
動
を
行
う
意
義

の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
で
、
地
域
を
拠
点
と
し
た
地
域

ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動
は
、
各
団
体
の
理
念
に
基
づ
く
活

動
方
針
や
形
態
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
が
増

え
る
等
の
新
た
な
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
き
た
部
活
動
の
意
義
や
ノ

ウ
ハ
ウ
等
を
積
極
的
に
発
信
し
、
部
活
動
の
新
た
な
枠

組
み
の
整
備
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

問

　今
後
、
部
活
動
が
多
様
化
す
る
中
で
、
生
徒
一
人
一
人

に
目
を
向
け
、
分
け
隔
て
な
く
等
し
く
相
応
の
評
価
を
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
教
育
活
動
と
し
て
の
部
活
動

の
意
義
の
継
承
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
結
果
だ
け
で
な
く
、
過
程
の
努

力
や
工
夫
を
振
り
返
り
、
生
徒
自
身
の
良
い
部
分
や
成

長
を
気
付
か
せ
る
た
め
、
適
切
に
自
己
評
価
で
き
る
場

面
を
設
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
生
徒
一
人
一
人
の
多
様
な

活
動
を
適
切
に
評
価
し
、
各
学

校
の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
な

評
価
場
面
を
創
出
で
き
る
よ
う
、

校
長
会
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
研
究
を
進
め
て
い
く
。

問

　中
学
校
部
活
動
の
円
滑
な
地
域
移
行
に
向
け
、
指

導
者
の
確
保
や
指
導
資
格
の
基
準
等
の
課
題
も
あ
る
。

市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

市
長
　
指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
部

活
動
指
導
協
力
者
や
地
域
で
の
指
導
を
希
望
す
る
教
員

の
兼
職
兼
業
に
加
え
、
企
業
・
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
や
大
学

な
ど
か
ら
の
指
導
者
の
派
遣
、
本
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

と
し
て
い
る
プ
ロ
チ
ー
ム
か
ら
の
指
導
者
の
派
遣
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。
指
導
資
格
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

運
動
部
に
つ
い
て
は
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
の
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
資
格
の
取
得
を
求
め
る
こ

と
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
技
術
面
の
み
で
な

く
、
行
き
過
ぎ
た
指
導
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
も
留
意

し
た
研
修
な
ど
も
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
発
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
国
か
ら
の
通
知

等
も
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
も
考
慮
し
、

複
数
の
道
筋
や
多
様
な
方
法
が
あ
る
こ
と
も
意
識
し
な

が
ら
、
中
学
校
部
活

動
の
地
域
移
行
を
進

め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質

問
事
項

茅
ヶ
崎
の
海
難
事
故

防
止
対
策
に
つ
い
て
　

問

　高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
「
高
齢
者
の
難
聴
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

市
長
　
高
齢
者
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
で
活
躍

す
る
た
め
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

福
祉
部
長
　
難
聴
者
を
含
む
全
て
の
高
齢
者
が
社
会
参
加

を
た
め
ら
う
こ
と
の
な
い
よ
う
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

　専
門
家
等
の
協
力
を
得
て
「
き
こ
え
の
相
談
」
が

で
き
る
施
策
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
現
時
点
で
は
、
言
語
聴
覚
士
等
に
よ
る
施
策

の
実
施
や
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

問

　補
聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
重
要
な
施
策

と
し
て
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
検
討
状
況
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
加※

１

齢
性
難
聴
は
聞
こ
え
の
感
覚
が
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、
助
成
基
準
等
に
課
題
が
多
く
、
市
独
自
の
助
成

制
度
の
創
設
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

　高
齢
者
の
社
会
参
加
支
援
の
必
要
性
を
認
識
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
導
入
を

積
極
的
に
検
討
す
る
よ
う
求
め
る
が
、
見
解
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
助
成
制
度
の

導
入
は
考
え
て
い
な
い
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

し
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整

備
し
、
高
齢
者
が
自
立
を

目
指
せ
る
よ
う
施
策
を
進

め
た
い
。

木 山 耕 治

水 本 定 弘

中 野 幸 雄

茅
ヶ
崎
市
立
学
校
に
お
け
る

部
活
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て

高
齢
者
の「
き
こ
え
問
題
」に

つ
い
て

子どもたちの健やかな成長のために

円滑な移行のために

高齢者が元気な街づくりを

（4）

一
般
質
問

問
　財
政
健
全
化
緊
急
対
策
と
コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
り
、
市

民
に
と
っ
て
、
事
業
や
補
助
金
・
委
託
金
等
の
廃
止
理
由

や
、
こ
れ
ま
で
継
続
さ
れ
て
き
た
事
業
の
行
く
末
が
分
か

り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
廃
止
理
由
が
財
政
健
全
化
緊
急

対
策
の
た
め
な
の
か
、
感
染
防
止
や
経
済
の
落
ち
込
み
の

影
響
な
の
か
、
ま
た
、
現
状
の
方
針
が
将
来
的
な
「
決

定
」
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
こ
れ
ま
で
継
続
さ
れ
て
き
た

事
業
に
関
す
る
今
後
の
考
え
方
を
伺
う
。

財
務
部
長
　
「
見
直
す
べ
き
も
の
は
見
直
し
、
継
続
す

べ
き
も
の
は
継
続
す
る
」
と
い
う
考
え
方
の
下
で
、
時

間
を
か
け
て
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
見
直
し
に

至
っ
た
事
業
や
補
助
金
は
、
た
だ
漫
然
と
元
の
姿
に
戻

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
一
方
、
「
一

度
や
め
た
か
ら
に
は
、
絶
対
に
戻
さ
な
い
」
と
い
う
よ

う
な
、
か
た
く
な
な
態
度
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

社
会
情
勢
が
刻
一
刻
と
変
化
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

人
々
の
価
値
観
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
一

度
見
直
し
を
行
っ
た
事
業
も
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を

し
っ
か
り
と
捉
え
た
中
で
、
異
な
る
形
で
公
金
を
投
入

す
る
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ

る
場
合
に
は
、
し
っ
か
り
と

対
応
を
取
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

市
民
に
向
け
た
情
報
提
供
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

問
　自
給
率
向
上
も
含
め
た
都
市
農
業
の
現
状
を
問
う
。

市
長
　
市
役
所
で
の
直
売
会
や
小
学
校
・
保
育
園
の
給

食
に
食
材
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、
地
場
産
農
産
物
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。
市
内
流
通
量
の
増
加
に
向
け
、

関
係
団
体
や
農
業
者
と
の
連
携
・
協
力
を
継
続
す
る
。

問
　人
・
農
地
プ
ラ
ン
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

経
済
部
長
　
５
年
か
ら
10
年
後
の
地
域
の
状
況
を
想
定

し
、
農
地
の
集
積
や
担
い
手
に
つ
い
て
協
議
し
、
結
果

を
公
表
す
る
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
法
改
正
に
よ
り
、

令
和
７
年
度
末
ま
で
に
地
域
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
る
。
す
で
に
農
業
者
や
関
係
団
体
に
よ
る
協
議
を
始

め
て
お
り
、
農
業
者
及
び
地
域
の
意
向
を
本
計
画
に
反

映
さ
せ
、
本
市
の
農
業
や
農
地
の
維
持
を
目
指
す
。

問
　人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
に
お
け
る
課
題
を
問
う
。

経
済
部
長
　
協
議
を
重
ね
る
上
で
中
心
と
な
る
将
来
の

担
い
手
の
確
保
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　「
茅
ヶ
崎
の
農
業
経
営
」
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

経
済
部
長
　
小
規
模
・
家
族
経
営
が
大
多
数
を
占
め
て
お

り
、
低
価
格
帯
で
の
競
合
よ
り
は
、
高
品
質
・
高
付
加
価

値
の
商
品
を
消
費
者
と
直
接
取
引
す
る
形
態
に
大
き
な
可

能
性
が
あ
る
。
市
内
飲
食
店
へ
の

直
接
納
品
や
海
辺
の
朝
市
で
の
直

売
等
、
「
納
得
の
い
く
農
産
物
を

旬
の
時
期
に
美
味
し
く
」
と
い
う

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が

本
市
の
農
業
の
強
み
に
な
る
。

問

　中
島
地
区
及
び
須
賀
新
田
地
区
の
堤
防
整
備
の
進

捗
状
況
を
問
う
。

市
長
　
中
島
地
区
の
高
潮
堤
防
区
間
の
う
ち
、
ま
ず
は

約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
暫
定
堤
防
の
整
備
に
着
手
す
る
。

下
水
道
河
川
部
長
　
須
賀
新
田
地
区
の
堤
防
整
備
は
令

和
４
年
10
月
末
ま
で
に
行
わ
れ
る
。
堤
防
整
備
は
平
塚

市
、
寒
川
町
と
連
携
し
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。

問

　小
出
川
の
洪
水
調
節
施
設
整
備
、
浜
園
橋
付
近
の

護
岸
整
備
及
び
河
道
掘
削
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

下
水
道
河
川
部
長
　
施
設
規
模
５
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
時

間
雨
量
50
ミ
リ
規
模
の
洪
水
を
調
整
す
る
小
出
川
洪
水
調

節
施
設
は
、
事
業
用
地
の
一
部
で
掘
削
工
事
に
着
手
し
た
。

ま
た
、
浜
園
橋
付
近
の
護
岸
整
備
は
、
令
和
７
年
度
の
橋

り
ょ
う
整
備
事
業
の
完
了
後
、
県
が
浜
園
橋
か
ら
上
流
へ

順
次
、
河か

床し
ょ
う

掘
削
を
実
施
す
る
。

問

　高
齢
者
や
障
が
い
者
の
災
害
時
に
お
け
る
個
別
避

難
計
画
の
取
り
組
み
を
問
う
。

市
長
　
令
和
３
年
度
か
ら
、
①
真
に
避
難
支
援
が
必
要
な

者
の
把
握
、
②
個
別
避
難
計
画
の
作
成
、
③
避
難
支
援
体

制
の
確
保
な
ど
の
各
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
現
在
課

題
を
精
査
し
、
全
市
展
開
へ

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

山 田 悦 子

小 島 勝 己

長谷川由美

輝
く
茅
ヶ
崎
の
未
来
を
創
る
！

茅
ヶ
崎・未
来
の
都
市
農
業

に
つ
い
て

相
模
川
左
岸
の
堤
防
整
備
と

小
出
川
流
域
治
水
対
策
等
に

つ
い
て

「
み
ん
な
で
未
来
を
創
る
ま
ち
」を

実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み

北部にある福祉農園

２０２１年７月　大雨による小
出川増水（萩園橋から見た
小出川下流）

オープンハウス型意見交換会
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一
般
質
問



※２　４大まつり…大岡越前祭、湘南祭、浜降祭、サザンビーチちがさき花火大会

問

　合
理
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
方
に
対
す
る
「
観

光
」
の
場
で
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
市
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
に
よ
り
、
交

通
ア
ク
セ
ス
と
観
光
資
源
の
回
遊
性
の
向
上
を
図
る
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
障
が
い
者
も
楽
し
め
る
よ
う

配
慮
し
て
い
る
。
今
後
も
、
４※

２

大
ま
つ
り
を
は
じ
め
と

す
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
当
た
っ
て

は
、
特
に
ソ
フ
ト
面
の
合
理
的
配
慮
を
意
識
し
て
丁
寧

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

　サザ
ン
ビ
ー
チ
茅
ヶ
崎
海
水
浴
場
で
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ビ
ー
チ
の
取
り
組
み
と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

市
長
　
現
在
、
設
置
に
向
け
た
準
備
や
調
整
を
行
っ
て
お

り
、
来
年
度
に
向
け
て
開
設
し
て
い
く
。

経
済
部
長
　
令
和
３
年
度
は
、
民
間
団
体
が
２
日
間
開

催
し
た
取
り
組
み
に
、
市
が
寄
付
を
受
け
た
「
砂
浜
や

水
上
で
も
使
用
可
能
な
車
い
す
」
を
貸
し
出
し
た
ほ
か
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
湘
南
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
の

協
力
に
よ
り
、
車
い
す
や
足
の
不
自
由
な
方
も
快
適
に

砂
浜
を
移
動
で
き
る
マ
ッ
ト
を
設
置
し
、
そ
の
有
効
性

を
認
識
し
た
。
今
後
、
継
続
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー

チ
を
展
開
す
る
に
は
、
専
門
知
識
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
等
の
ソ
フ
ト
面
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
民
間
団
体

を
は
じ
め
、
茅
ヶ
崎
市
観
光

協
会
や
介
護
・
福
祉
団
体
等

と
連
携
を
図
り
、
開
設
に
向

け
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問

　現
総
合
計
画
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
策
定
さ
れ
て
お
り
、

以
降
の
社
会
情
勢
等
の
変
容
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

改
め
て
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
総
合
計
画
を
修
正
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
所
感
を
伺
う
。

市
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
孤
独
・
孤
立
化
や
働
き
方

の
変
化
、
茅
ヶ
崎
市
の
市
場
価
値
の
上
昇
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
を
勘
案
す
る
と
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将

来
都
市
像
の
実
現
は
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
間
の
変
化
に
対
応
す
る
と
い
う
視
点
を
踏
ま
え
て

次
期
実
施
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

問

　コ
ロ
ナ
禍
や
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
で
約
70
億

円
の
不
用
額
が
生
じ
た
が
、
こ
れ
は
多
く
の
市
民
の
御

理
解
に
よ
る
成
果
で
も
あ
る
。
庁
内
の
健
全
化
の
ル
ー

ル
と
市
民
の
思
い
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
次
期
実
施

計
画
で
は
、
人
に
優
し
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向

け
事
業
展
開
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
令
和
２
年
度
か
ら
３
カ
年
の
取
り
組
み
で
あ
る
財

政
健
全
化
緊
急
対
策
の
成
果
は
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。
令

和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
で
は
実
質
収
支
が
過
去
最
大
と

な
っ
た
が
、
こ
れ
は
市
民
か
ら
預
か
っ
た
貴
重
な
財
源
で

あ
る
。
総
合
計
画
で
掲
げ
る
将
来

都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
適
時
適
切
に
把
握
す
る

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
需

要
に
計
画
的
か
つ
積
極
的
に
活
用

し
て
い
く
。

問

　膀
胱
が
ん
等
の
手
術
を
受
け
た
方
や
高
齢
者
な
ど
、

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
や
お
む
つ
を
使
用
す
る
方
の
た
め
に
、

公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

財
務
部
長
　
市
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
来
庁
者
の
多
い
本

庁
舎
１
階
、
２
階
、
分
庁
舎
２
階
、
３
階
、
５
階
、
６

階
の
計
19
ヶ
所
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
た
。
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
状

況
を
把
握
し
た
上
で
課
題
等
を
抽
出
し
、
市
役
所
庁
舎

内
の
設
置
拡
大
に
向
け
検
討
を
行
う
。

問

　長
時
間
滞
在
す
る
施
設
な
ど
は
設
置
の
優
先
度
が

高
い
。
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
管
理
す
る
部
署
と
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
を
す
る
の
か
問
う
。

副
所
長
　
滞
在
時
間
が
長
い
施
設
で
は
ト
イ
レ
の
使
用
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
市
の
事
業
や
地

域
活
動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
各
施
設
の
利
用
者
滞
在
時
間
等
の
特
性

に
合
わ
せ
た
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

安
心
し
て
避
難
で
き
る
避

難
環
境
に
つ
い
て

だ
れ
も
が
安
心
で
き
る
福

祉
支
援
体
制
に
つ
い
て

豊 嶋 太 一

柾 木 太 郎

阿 部 英 光

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
光
に

お
け
る
今
後
の
取
り
組
み

総
合
計
画
の
改
定
と

実
施
計
画
に
つ
い
て

公
共
ト
イ
レ
環
境
の

充
実
に
つ
い
て

バリアフリービーチ
の様子

しなやかな総合計画を

設置されたサニタリーＢＯＸ

（6）

一
般
質
問

問
　
コ※

３

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会

制
度
）
の
現
状
と
、
学
校
と
地
域
と
の
交
流
に
関
す
る

新
た
な
取
り
組
み
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
令
和
３
年
度
に
モ
デ
ル
校
２
校
で
の
取
り
組
み

を
開
始
し
、
令
和
４
年
度
は
そ
れ
に
加
え
、
10
月
に
１
校

の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
協
議
会
で
は
、
「
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
か
ら
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
へ
の
転
換
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
今
後
の
学
校
と
地
域
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
前
向
き
な
協
議
が
さ
れ
て
い
る
。

問
　
学
校
運
営
協
議
会
と
い
う
新
た
な
制
度
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
や
子
ど
も
達
を
誰
が
、
ど
の
よ
う
に

支
え
て
い
く
の
か
、
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
学
校
運
営
協
議
会
に
生
徒
が
参
加

し
、
地
域
の
防
災
訓
練
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
委
員
と
検

討
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
中
学
校
も
あ
る
。
す
で
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推
進
し
て
い
る
地
域
で
は
、

中
学
生
に
よ
る
小
学
生
へ
の
学
習
支
援
や
、
小
学
生
の
親

子
と
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
的
に
関
わ
り
地
域

と
と
も
に
進
め
る
防
災
学
習
な
ど
、
多
様
な
実
践
事
例
が

あ
る
。
そ
れ
ら
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
、

学
校
の
実
情
に
合
っ

た
取
り
組
み
に
つ
な

げ
て
い
け
る
よ
う
研

究
し
て
い
く
。

問
　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
」
改
正
に
よ
り
生

じ
る
本
市
の
新
た
な
責
務
・
権
限
や
そ
の
効
果
を
問
う
。

都
市
部
長
　
法
改
正
に
よ
り
、
市
は
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
適
正
化
推
進
計
画
の
策
定
」
や
「
管
理
組
合
へ
の
助

言
・
指
導
」
及
び
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
認
定
制
度

の
実
施
」
が
可
能
と
な
っ
た
。
計
画
に
基
づ
く
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
り
、
老
朽
化
や
管

理
組
合
の
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
生
じ
る
居
住
環
境
及

び
街
や
地
域
の
環
境
悪
化
等
の
課
題
を
未
然
に
防
ぐ
と

と
も
に
、
管
理
計
画
が
適
切
な
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
認

定
を
受
け
る
こ
と
で
、
良
質
な
管
理
水
準
の
維
持
向
上

及
び
市
場
評
価
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

問
　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
の
推
進
体
制
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
近
隣
市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

都
市
部
長
　
令
和
５
年
度
末
を
目
途
に
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
適
正
化
推
進
計
画
」
を
兼
ね
た
「
茅
ヶ
崎
市
住
ま
い
づ

く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
改
定
を
行
う
。
令
和
４
年

度
は
、
施
策
検
討
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
管
理
組
合

の
運
営
状
況
や
課
題
の
調
査
を
行
う
。
な
お
、
近
隣
市
で

は
令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度

に
か
け
て
、
平
塚
市
、
藤
沢

市
、
小
田
原
市
な
ど
が
計
画

策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

市
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ

い
て

問
　
低
所
得
世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
助
成
に
つ

い
て
見
解
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
高
齢
者
の
非
課
税
世
帯
に
助
成
を
行
う
自

治
体
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
関
連
の

交
付
金
を
使
っ
て
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

事
業
が
継
続
し
て
お
ら
ず
、
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

引
き
続
き
、
先
行
自
治
体
の
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

問
　
自
動
車
運
転
免
許
証
返
納
者
に
対
す
る
交
通
費
補

助
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

市
民
安
全
部
長
　
免
許
証
保
有
者
と
の
公
平
性
や
財
政
負

担
に
対
す
る
効
果
を
考
え
る
と
、
実
現
は
難
し
い
。

問
　
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
も
、
免
許
証
返
納
者
の
移

動
手
段
の
確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
令
和
４
年
度
か
ら
都
市
部
で
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
を
始
め
て
お
り
、
福
祉
部
も
会
議
に
出
席
し

て
い
る
。
免
許
証
返
納
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
、

福
祉
的
な
観
点
を
も
っ
て
取
り
組
む
。

問
　
公
共
交※

４

通
空
白
地
区
に
お
け
る
免
許
証
返
納
者
の

移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

都
市
部
長
　
免
許
証
返
納
者
に
限
ら
ず
、
居
住
者
の
利
便

性
に
配
慮
し
、
公
共
交
通
施
策
を
進
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
の
在

り
方
に
つ
い
て

※３　コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）…学校と地域住民が力を合わせて学校運営に取り組むことを可能とするための仕組み
※４　交通空白地区…「茅ヶ崎市乗り合い交通整備計画」において、鉄道駅から 500 メートル、路線バスのバス停から 300 メートル、コミュ

ニティバスえぼし号のバス停から 100 メートル離れた地区のこと。

小 磯 妙 子

藤 本 恵 祐

金 田 俊 信

地
域
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
へ

の
施
策
に
つ
い
て

マ
ン
シ
ョ
ン
施
設

関
連
政
策
に
つ
い
て

高
齢
者
へ
の
日
常
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

地域とともにある学校づくり

市内のマンション群

高齢者の安心安全を
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一
般
質
問



※２　４大まつり…大岡越前祭、湘南祭、浜降祭、サザンビーチちがさき花火大会

問

　合
理
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
方
に
対
す
る
「
観

光
」
の
場
で
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
市
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
に
よ
り
、
交

通
ア
ク
セ
ス
と
観
光
資
源
の
回
遊
性
の
向
上
を
図
る
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
障
が
い
者
も
楽
し
め
る
よ
う

配
慮
し
て
い
る
。
今
後
も
、
４※

２

大
ま
つ
り
を
は
じ
め
と

す
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
当
た
っ
て

は
、
特
に
ソ
フ
ト
面
の
合
理
的
配
慮
を
意
識
し
て
丁
寧

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

　サザ
ン
ビ
ー
チ
茅
ヶ
崎
海
水
浴
場
で
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ビ
ー
チ
の
取
り
組
み
と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

市
長
　
現
在
、
設
置
に
向
け
た
準
備
や
調
整
を
行
っ
て
お

り
、
来
年
度
に
向
け
て
開
設
し
て
い
く
。

経
済
部
長
　
令
和
３
年
度
は
、
民
間
団
体
が
２
日
間
開

催
し
た
取
り
組
み
に
、
市
が
寄
付
を
受
け
た
「
砂
浜
や

水
上
で
も
使
用
可
能
な
車
い
す
」
を
貸
し
出
し
た
ほ
か
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
湘
南
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
の

協
力
に
よ
り
、
車
い
す
や
足
の
不
自
由
な
方
も
快
適
に

砂
浜
を
移
動
で
き
る
マ
ッ
ト
を
設
置
し
、
そ
の
有
効
性

を
認
識
し
た
。
今
後
、
継
続
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー

チ
を
展
開
す
る
に
は
、
専
門
知
識
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
等
の
ソ
フ
ト
面
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
民
間
団
体

を
は
じ
め
、
茅
ヶ
崎
市
観
光

協
会
や
介
護
・
福
祉
団
体
等

と
連
携
を
図
り
、
開
設
に
向

け
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問

　現
総
合
計
画
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
策
定
さ
れ
て
お
り
、

以
降
の
社
会
情
勢
等
の
変
容
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

改
め
て
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
総
合
計
画
を
修
正
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
所
感
を
伺
う
。

市
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
孤
独
・
孤
立
化
や
働
き
方

の
変
化
、
茅
ヶ
崎
市
の
市
場
価
値
の
上
昇
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
を
勘
案
す
る
と
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将

来
都
市
像
の
実
現
は
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
間
の
変
化
に
対
応
す
る
と
い
う
視
点
を
踏
ま
え
て

次
期
実
施
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

問

　コ
ロ
ナ
禍
や
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
で
約
70
億

円
の
不
用
額
が
生
じ
た
が
、
こ
れ
は
多
く
の
市
民
の
御

理
解
に
よ
る
成
果
で
も
あ
る
。
庁
内
の
健
全
化
の
ル
ー

ル
と
市
民
の
思
い
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
次
期
実
施

計
画
で
は
、
人
に
優
し
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向

け
事
業
展
開
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
令
和
２
年
度
か
ら
３
カ
年
の
取
り
組
み
で
あ
る
財

政
健
全
化
緊
急
対
策
の
成
果
は
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。
令

和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
で
は
実
質
収
支
が
過
去
最
大
と

な
っ
た
が
、
こ
れ
は
市
民
か
ら
預
か
っ
た
貴
重
な
財
源
で

あ
る
。
総
合
計
画
で
掲
げ
る
将
来

都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
適
時
適
切
に
把
握
す
る

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
需

要
に
計
画
的
か
つ
積
極
的
に
活
用

し
て
い
く
。

問

　膀
胱
が
ん
等
の
手
術
を
受
け
た
方
や
高
齢
者
な
ど
、

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
や
お
む
つ
を
使
用
す
る
方
の
た
め
に
、

公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

財
務
部
長
　
市
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
来
庁
者
の
多
い
本

庁
舎
１
階
、
２
階
、
分
庁
舎
２
階
、
３
階
、
５
階
、
６

階
の
計
19
ヶ
所
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
た
。
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
状

況
を
把
握
し
た
上
で
課
題
等
を
抽
出
し
、
市
役
所
庁
舎

内
の
設
置
拡
大
に
向
け
検
討
を
行
う
。

問

　長
時
間
滞
在
す
る
施
設
な
ど
は
設
置
の
優
先
度
が

高
い
。
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
管
理
す
る
部
署
と
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
を
す
る
の
か
問
う
。

副
所
長
　
滞
在
時
間
が
長
い
施
設
で
は
ト
イ
レ
の
使
用
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
市
の
事
業
や
地

域
活
動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
各
施
設
の
利
用
者
滞
在
時
間
等
の
特
性

に
合
わ
せ
た
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

安
心
し
て
避
難
で
き
る
避

難
環
境
に
つ
い
て

だ
れ
も
が
安
心
で
き
る
福

祉
支
援
体
制
に
つ
い
て

豊 嶋 太 一

柾 木 太 郎

阿 部 英 光

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
光
に

お
け
る
今
後
の
取
り
組
み

総
合
計
画
の
改
定
と

実
施
計
画
に
つ
い
て

公
共
ト
イ
レ
環
境
の

充
実
に
つ
い
て

バリアフリービーチ
の様子

しなやかな総合計画を

設置されたサニタリーＢＯＸ
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問
　
コ※

３

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会

制
度
）
の
現
状
と
、
学
校
と
地
域
と
の
交
流
に
関
す
る

新
た
な
取
り
組
み
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
令
和
３
年
度
に
モ
デ
ル
校
２
校
で
の
取
り
組
み

を
開
始
し
、
令
和
４
年
度
は
そ
れ
に
加
え
、
10
月
に
１
校

の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
協
議
会
で
は
、
「
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
か
ら
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
へ
の
転
換
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
今
後
の
学
校
と
地
域
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
前
向
き
な
協
議
が
さ
れ
て
い
る
。

問
　
学
校
運
営
協
議
会
と
い
う
新
た
な
制
度
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
や
子
ど
も
達
を
誰
が
、
ど
の
よ
う
に

支
え
て
い
く
の
か
、
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
学
校
運
営
協
議
会
に
生
徒
が
参
加

し
、
地
域
の
防
災
訓
練
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
委
員
と
検

討
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
中
学
校
も
あ
る
。
す
で
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推
進
し
て
い
る
地
域
で
は
、

中
学
生
に
よ
る
小
学
生
へ
の
学
習
支
援
や
、
小
学
生
の
親

子
と
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
的
に
関
わ
り
地
域

と
と
も
に
進
め
る
防
災
学
習
な
ど
、
多
様
な
実
践
事
例
が

あ
る
。
そ
れ
ら
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
、

学
校
の
実
情
に
合
っ

た
取
り
組
み
に
つ
な

げ
て
い
け
る
よ
う
研

究
し
て
い
く
。

問
　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
」
改
正
に
よ
り
生

じ
る
本
市
の
新
た
な
責
務
・
権
限
や
そ
の
効
果
を
問
う
。

都
市
部
長
　
法
改
正
に
よ
り
、
市
は
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
適
正
化
推
進
計
画
の
策
定
」
や
「
管
理
組
合
へ
の
助

言
・
指
導
」
及
び
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
認
定
制
度

の
実
施
」
が
可
能
と
な
っ
た
。
計
画
に
基
づ
く
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
り
、
老
朽
化
や
管

理
組
合
の
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
生
じ
る
居
住
環
境
及

び
街
や
地
域
の
環
境
悪
化
等
の
課
題
を
未
然
に
防
ぐ
と

と
も
に
、
管
理
計
画
が
適
切
な
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
認

定
を
受
け
る
こ
と
で
、
良
質
な
管
理
水
準
の
維
持
向
上

及
び
市
場
評
価
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

問
　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
の
推
進
体
制
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
近
隣
市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

都
市
部
長
　
令
和
５
年
度
末
を
目
途
に
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
適
正
化
推
進
計
画
」
を
兼
ね
た
「
茅
ヶ
崎
市
住
ま
い
づ

く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
改
定
を
行
う
。
令
和
４
年

度
は
、
施
策
検
討
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
管
理
組
合

の
運
営
状
況
や
課
題
の
調
査
を
行
う
。
な
お
、
近
隣
市
で

は
令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度

に
か
け
て
、
平
塚
市
、
藤
沢

市
、
小
田
原
市
な
ど
が
計
画

策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

市
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ

い
て

問
　
低
所
得
世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
助
成
に
つ

い
て
見
解
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
高
齢
者
の
非
課
税
世
帯
に
助
成
を
行
う
自

治
体
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
関
連
の

交
付
金
を
使
っ
て
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

事
業
が
継
続
し
て
お
ら
ず
、
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

引
き
続
き
、
先
行
自
治
体
の
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

問
　
自
動
車
運
転
免
許
証
返
納
者
に
対
す
る
交
通
費
補

助
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

市
民
安
全
部
長
　
免
許
証
保
有
者
と
の
公
平
性
や
財
政
負

担
に
対
す
る
効
果
を
考
え
る
と
、
実
現
は
難
し
い
。

問
　
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
も
、
免
許
証
返
納
者
の
移

動
手
段
の
確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
令
和
４
年
度
か
ら
都
市
部
で
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
を
始
め
て
お
り
、
福
祉
部
も
会
議
に
出
席
し

て
い
る
。
免
許
証
返
納
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
、

福
祉
的
な
観
点
を
も
っ
て
取
り
組
む
。

問
　
公
共
交※

４

通
空
白
地
区
に
お
け
る
免
許
証
返
納
者
の

移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

都
市
部
長
　
免
許
証
返
納
者
に
限
ら
ず
、
居
住
者
の
利
便

性
に
配
慮
し
、
公
共
交
通
施
策
を
進
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
の
在

り
方
に
つ
い
て

※３　コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）…学校と地域住民が力を合わせて学校運営に取り組むことを可能とするための仕組み
※４　交通空白地区…「茅ヶ崎市乗り合い交通整備計画」において、鉄道駅から 500 メートル、路線バスのバス停から 300 メートル、コミュ

ニティバスえぼし号のバス停から 100 メートル離れた地区のこと。

小 磯 妙 子

藤 本 恵 祐

金 田 俊 信

地
域
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
へ

の
施
策
に
つ
い
て

マ
ン
シ
ョ
ン
施
設

関
連
政
策
に
つ
い
て

高
齢
者
へ
の
日
常
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

地域とともにある学校づくり

市内のマンション群

高齢者の安心安全を
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今回の検証の主なポイント

検証作業を行う議会運営委員会

令和３年に実施した所信表明会の様子

＜議会基本条例第２７条＞
　議会は、この条例の目的が達成されているかどうかについて常に検証を行い、必要があると認められるときは、速やかに適切な措置を
講ずるものとする。

　今回の検証作業では、現在茅ヶ崎市議会が議長選挙・副議長選挙において導入している所信表明会を継続的な
取り組みとするため、新たに議会基本条例に規定するべきか協議しています。
　検証作業終了後、市民の皆様のご意見を伺うためにパブリックコメントを実施する予定です。

　茅ヶ崎市議会基本条例は、議会が市民福祉
の向上と公正で民主的な市政の推進に寄与する
ため平成２３年に議員提案により制定しました。
　本条例の目的が達成されているかどうかを常
に検証するとともに概ね４年ごとに各条文ごとの
取り組み状況や課題の整理を行い、必要に応じ
て条例改正などを行っています。これまでに２回
の検証作業と２回の条例改正が行われ、現在３
回目となる検証作業を議会運営委員会で実施し
ています。

全員協議会の開催状況
月 日（曜日） 内　　　容

8 23（火）

【協議事項】
１．「個人情報の保護に関する法律」の改正に伴う個人
情報保護制度等の見直しに係る本市の考え方（素
案）について

２．保健所・保健センター整備の基本的な考え方（素案）
について

9 20（火）
【協議事項】
１．下水道法第 10条ただし書きに係る審査基準の
策定並びに茅ヶ崎市下水道条例及び同規則
の改正の考え方について（素案）

議会の動向
7 月 13日 議会運営委員会

19日 令和４年度第１回湘南地方市議会議長会（議長出席）
21日 文化教育常任委員会
25日 令和４年度相模線複線化等促進期成同盟会総会（議長出席）
28日 文化教育常任委員会（７名）が行政視察（埼玉県北本市）

8月 3日 広報広聴委員会
ICT活用推進協議会

4日 議会運営委員会
新潟県柏崎市議会議員一行１６名が視察来庁

8日 議会運営委員会（１０名）が行政視察（茨城県取手市）
18日 第 21回茅ヶ崎市議会新型コロナウイルス対策会議
19日 広報広聴委員会
25日 議会運営委員会

石川県野々市市議会議員一行７名が視察来庁
9月 2日 第 22回茅ヶ崎市議会新型コロナウイルス対策会議

７日 東京都議会議員一行２名が視察来庁
16日 広報広聴委員会

10月 3日 滋賀県甲賀市議会議員一行 8名が視察来庁
5日 広報広聴委員会

愛知県安城市議会議員一行 9名が視察来庁
7日 議会運営委員会
11日 環境厚生常任委員会（7名）がオンラインによる

行政視察（神奈川県平塚市）
13日 山形県寒河江市議会議員一行７名が視察来庁

※議長の動向については、ホームページに掲載しています。
（「茅ヶ崎市　議長の動向」で検索できます。）

開かれた議会への取り組み
〜議会基本条例の検証作業中です！〜

＜所信表明会＞
市民に開かれたわかりやすい議会を目指し、議長及び副議長を
選出する選挙を行う際に、それぞれの職に就こうとする議員が
自らの所信を表明する機会を設けています。
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議
会
の
情
報

問
　
「
近
隣
に
類
似
機
能
を
有
す
る
施
設
が
存
在
し
、
施

設
廃
止
後
の
影
響
が
少
な
い
」
と
の
廃
止
理
由
だ
が
、
創

作
室
の
ア
ト
リ
エ
は
、
同
じ
機
能
を
持
つ
場
所
は
他
に
な

い
と
い
う
意
見
が
多
い
。
美
術
大
学
油
絵
科
出
身
の
私
の

判
断
で
も
、
代
替
施
設
は
な
い
。
ア
ー
ト
の
専
門
性
・
価

値
観
を
持
た
な
い
判
断
だ
と
思
う
が
、
考
え
を
問
う
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
か
ら

創
作
室
の
機
能
面
の
希
少
性
を
訴
え
る
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
後
、
既
存
施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
等

柔
軟
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
室
は
、
居
心
地
の
よ
い
、

心
な
ご
む
、
温
か
み
の
あ
る
ス
ペ
ー
ス
で
高
齢
者
や
市

外
の
方
も
来
や
す
い
と
、
利
用
者
は
口
を
揃
え
て
使
い

勝
手
の
よ
さ
を
話
さ
れ
る
。
長
年
市
民
に
愛
さ
れ
代
替

の
き
か
な
い
価
値
を
持
つ
が
、
考
え
を
問
う
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
文
化
会
館
展
示
室
に
不
満
の
あ

る
利
用
者
も
い
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見

を
踏
ま
え
て
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

問
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
と
き
は
、

茅
ヶ
崎
か
ら
か
け
が
え
の
な
い
創
作
活
動
と
発
表
の
場

所
を
消
す
こ
と
で
も
あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を
問
う
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
廃
止
に
な
っ
て
も
、
他
に
も
市

民
文
化
会
館
を
は
じ
め
文
化
振
興
を
図

る
施
設
は
市
内
に
数
多
く
あ
る
。

問
　
短
時
間
で
開
催
し
た
２
０
２
２
年
９
月
４
日
の
花

火
大
会
に
つ
い
て
、
感
染
症
対
策
の
詳
細
と
経
費
及
び

地
域
へ
の
経
済
効
果
等
を
問
う
。

経
済
部
長
　
花
火
大
会
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
①
花

火
の
打
上
時
間
を
15
分
間
に
短
縮
し
、
来
場
者
を
抑
制

す
る
、
②
会
場
内
の
露
店
出
店
を
な
く
し
、
飲
食
で
の

飛
沫
感
染
を
最
小
限
に
留
め
る
、
③
ビ
ー
チ
で
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
観
覧
場
所

と
し
て
漁
港
駐
車
場
を
一
般
開
放
し
、
密
を
回
避
す
る

な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
。
ま
た
、
経
費
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
市
内
事
業
者
等
か
ら
協
賛
金
を
募
る
こ
と

が
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
今
回
に
限
り
、

花
火
大
会
の
補
助
金
に
加
え
、
今
年
度
中
止
と
な
っ
た

大
岡
越
前
祭
や
湘
南
祭
、
浜
降
祭
の
補
助
金
を
活
用
し
、

花
火
大
会
へ
の
経
費
補
助
と
し
て
本
市
か
ら
サ
ザ
ン

ビ
ー
チ
ち
が
さ
き
花
火
大
会
実
行
委
員
会
に
１
６
３
８

万
４
0
0
0
円
を
交
付
し
た
。
な
お
、
４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
今
回
の
花
火
大
会
の
来
場
者
は
約
２
万
人

と
発
表
が
あ
っ
た
。
会
場
に
向
か
う
通
り
や
茅
ケ
崎
駅

南
口
周
辺
の
飲
食
店
で
は
、
花

火
の
余
韻
に
浸
る
よ
う
に
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
も
、
今
回
の
花

火
大
会
に
お
い
て
も
地
域
経
済

を
盛
り
上
げ
る
効
果
が
あ
っ
た

と
受
け
止
め
て
い
る
。

杉 本 啓 子

藤村優佳理

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

廃
止
に
つ
い
て

サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
ち
が
さ
き

花
火
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

陳情の回答と異なる！

４年ぶりの花火大会

茅ヶ崎市議会では、市民の皆さんに議会に
対する理解と関心を持っていただき、より
身近な議会を目指すため、インターネット
のサービスである「facebook（フェイスブッ
ク）」を活用し、情報発信を行っています。

携帯サイトのご案内
携帯電話で左記の2
次元バーコードを読
み取ると市議会ホーム
ページへアクセスでき
ます。

「茅ヶ崎市議会」で

　目の不自由な方にも、議会の活動を知っていた
だくため、点字版と録音版（茅ヶ崎録音奉仕会の
協力で作成）の「議会だより」を発行しています。
利用を希望される方は、議会事務局までお問い合
わせください。

「ちがさき市議会だより」は、紙面の都合で発
言の一部を掲載しています。詳しくは会議録
をご覧ください。
●令和４年第３回定例会の本会議・委員会の状況につい
ては、市ホームページで録画映像をご覧いただけます。
●令和４年第 3回定例会の会議録は、11 月下旬から市
ホームページ、市立図書館、市役所の市政情報コーナー
などでご覧いただけます。

点字版と録音版の「議会だより」の発行
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今回の検証の主なポイント

検証作業を行う議会運営委員会

令和３年に実施した所信表明会の様子

＜議会基本条例第２７条＞
　議会は、この条例の目的が達成されているかどうかについて常に検証を行い、必要があると認められるときは、速やかに適切な措置を
講ずるものとする。

　今回の検証作業では、現在茅ヶ崎市議会が議長選挙・副議長選挙において導入している所信表明会を継続的な
取り組みとするため、新たに議会基本条例に規定するべきか協議しています。
　検証作業終了後、市民の皆様のご意見を伺うためにパブリックコメントを実施する予定です。

　茅ヶ崎市議会基本条例は、議会が市民福祉
の向上と公正で民主的な市政の推進に寄与する
ため平成２３年に議員提案により制定しました。
　本条例の目的が達成されているかどうかを常
に検証するとともに概ね４年ごとに各条文ごとの
取り組み状況や課題の整理を行い、必要に応じ
て条例改正などを行っています。これまでに２回
の検証作業と２回の条例改正が行われ、現在３
回目となる検証作業を議会運営委員会で実施し
ています。

全員協議会の開催状況
月 日（曜日） 内　　　容

8 23（火）

【協議事項】
１．「個人情報の保護に関する法律」の改正に伴う個人
情報保護制度等の見直しに係る本市の考え方（素
案）について

２．保健所・保健センター整備の基本的な考え方（素案）
について

9 20（火）
【協議事項】
１．下水道法第 10条ただし書きに係る審査基準の
策定並びに茅ヶ崎市下水道条例及び同規則
の改正の考え方について（素案）

議会の動向
7 月 13日 議会運営委員会

19日 令和４年度第１回湘南地方市議会議長会（議長出席）
21日 文化教育常任委員会
25日 令和４年度相模線複線化等促進期成同盟会総会（議長出席）
28日 文化教育常任委員会（７名）が行政視察（埼玉県北本市）

8月 3日 広報広聴委員会
ICT活用推進協議会

4日 議会運営委員会
新潟県柏崎市議会議員一行１６名が視察来庁

8日 議会運営委員会（１０名）が行政視察（茨城県取手市）
18日 第 21回茅ヶ崎市議会新型コロナウイルス対策会議
19日 広報広聴委員会
25日 議会運営委員会

石川県野々市市議会議員一行７名が視察来庁
9月 2日 第 22回茅ヶ崎市議会新型コロナウイルス対策会議

７日 東京都議会議員一行２名が視察来庁
16日 広報広聴委員会

10月 3日 滋賀県甲賀市議会議員一行 8名が視察来庁
5日 広報広聴委員会

愛知県安城市議会議員一行 9名が視察来庁
7日 議会運営委員会
11日 環境厚生常任委員会（7名）がオンラインによる

行政視察（神奈川県平塚市）
13日 山形県寒河江市議会議員一行７名が視察来庁

※議長の動向については、ホームページに掲載しています。
（「茅ヶ崎市　議長の動向」で検索できます。）

開かれた議会への取り組み
〜議会基本条例の検証作業中です！〜

＜所信表明会＞
市民に開かれたわかりやすい議会を目指し、議長及び副議長を
選出する選挙を行う際に、それぞれの職に就こうとする議員が
自らの所信を表明する機会を設けています。
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の
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問
　
「
近
隣
に
類
似
機
能
を
有
す
る
施
設
が
存
在
し
、
施

設
廃
止
後
の
影
響
が
少
な
い
」
と
の
廃
止
理
由
だ
が
、
創

作
室
の
ア
ト
リ
エ
は
、
同
じ
機
能
を
持
つ
場
所
は
他
に
な

い
と
い
う
意
見
が
多
い
。
美
術
大
学
油
絵
科
出
身
の
私
の

判
断
で
も
、
代
替
施
設
は
な
い
。
ア
ー
ト
の
専
門
性
・
価

値
観
を
持
た
な
い
判
断
だ
と
思
う
が
、
考
え
を
問
う
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
か
ら

創
作
室
の
機
能
面
の
希
少
性
を
訴
え
る
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
後
、
既
存
施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
等

柔
軟
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
室
は
、
居
心
地
の
よ
い
、

心
な
ご
む
、
温
か
み
の
あ
る
ス
ペ
ー
ス
で
高
齢
者
や
市

外
の
方
も
来
や
す
い
と
、
利
用
者
は
口
を
揃
え
て
使
い

勝
手
の
よ
さ
を
話
さ
れ
る
。
長
年
市
民
に
愛
さ
れ
代
替

の
き
か
な
い
価
値
を
持
つ
が
、
考
え
を
問
う
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
文
化
会
館
展
示
室
に
不
満
の
あ

る
利
用
者
も
い
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見

を
踏
ま
え
て
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

問
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
と
き
は
、

茅
ヶ
崎
か
ら
か
け
が
え
の
な
い
創
作
活
動
と
発
表
の
場

所
を
消
す
こ
と
で
も
あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を
問
う
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
廃
止
に
な
っ
て
も
、
他
に
も
市

民
文
化
会
館
を
は
じ
め
文
化
振
興
を
図

る
施
設
は
市
内
に
数
多
く
あ
る
。

問
　
短
時
間
で
開
催
し
た
２
０
２
２
年
９
月
４
日
の
花

火
大
会
に
つ
い
て
、
感
染
症
対
策
の
詳
細
と
経
費
及
び

地
域
へ
の
経
済
効
果
等
を
問
う
。

経
済
部
長
　
花
火
大
会
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
①
花

火
の
打
上
時
間
を
15
分
間
に
短
縮
し
、
来
場
者
を
抑
制

す
る
、
②
会
場
内
の
露
店
出
店
を
な
く
し
、
飲
食
で
の

飛
沫
感
染
を
最
小
限
に
留
め
る
、
③
ビ
ー
チ
で
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
観
覧
場
所

と
し
て
漁
港
駐
車
場
を
一
般
開
放
し
、
密
を
回
避
す
る

な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
。
ま
た
、
経
費
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
市
内
事
業
者
等
か
ら
協
賛
金
を
募
る
こ
と

が
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
今
回
に
限
り
、

花
火
大
会
の
補
助
金
に
加
え
、
今
年
度
中
止
と
な
っ
た

大
岡
越
前
祭
や
湘
南
祭
、
浜
降
祭
の
補
助
金
を
活
用
し
、

花
火
大
会
へ
の
経
費
補
助
と
し
て
本
市
か
ら
サ
ザ
ン

ビ
ー
チ
ち
が
さ
き
花
火
大
会
実
行
委
員
会
に
１
６
３
８

万
４
0
0
0
円
を
交
付
し
た
。
な
お
、
４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
今
回
の
花
火
大
会
の
来
場
者
は
約
２
万
人

と
発
表
が
あ
っ
た
。
会
場
に
向
か
う
通
り
や
茅
ケ
崎
駅

南
口
周
辺
の
飲
食
店
で
は
、
花

火
の
余
韻
に
浸
る
よ
う
に
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
も
、
今
回
の
花

火
大
会
に
お
い
て
も
地
域
経
済

を
盛
り
上
げ
る
効
果
が
あ
っ
た

と
受
け
止
め
て
い
る
。

杉 本 啓 子

藤村優佳理

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

廃
止
に
つ
い
て

サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
ち
が
さ
き

花
火
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

陳情の回答と異なる！

４年ぶりの花火大会

茅ヶ崎市議会では、市民の皆さんに議会に
対する理解と関心を持っていただき、より
身近な議会を目指すため、インターネット
のサービスである「facebook（フェイスブッ
ク）」を活用し、情報発信を行っています。

携帯サイトのご案内
携帯電話で左記の2
次元バーコードを読
み取ると市議会ホーム
ページへアクセスでき
ます。

「茅ヶ崎市議会」で

　目の不自由な方にも、議会の活動を知っていた
だくため、点字版と録音版（茅ヶ崎録音奉仕会の
協力で作成）の「議会だより」を発行しています。
利用を希望される方は、議会事務局までお問い合
わせください。

「ちがさき市議会だより」は、紙面の都合で発
言の一部を掲載しています。詳しくは会議録
をご覧ください。
●令和４年第３回定例会の本会議・委員会の状況につい
ては、市ホームページで録画映像をご覧いただけます。
●令和４年第 3回定例会の会議録は、11 月下旬から市
ホームページ、市立図書館、市役所の市政情報コーナー
などでご覧いただけます。

点字版と録音版の「議会だより」の発行
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一
般
質
問



※５　�RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）…人間が行うルーティン業務をロボットで自動化するツール
※６　�チャットボット…チャット（会話）とロボットを組み合わせた言葉。人工知能を活用し、テキストや音声を通じて自動的に会話するプログラムのこと
※７　�エジンバラ産後うつ病質問票…産後うつ病のスクリーニングを目的に作られた質問票で、母親自身が自分の気持ちに最も近い回答を選ぶ方法により行う

問
　
Ｒ※

５

Ｐ
Ａ
導
入
の
庁
内
導
入
実
績

と
、そ
れ
に
よ
り
職
員
の
業
務
時
間
が

ど
の
く
ら
い
削
減
で
き
た
の
か
問
う
。

答
　
定
型
業
務
を
自
動
化
す
る
Ｒ
Ｐ

Ａ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、取
り
組
み
実

施
課
が
令
和
２
年
度
の
７
課
か
ら
令

和
３
年
度
は
12
課
に
増
加
し
た
。Ｒ
Ｐ

Ａ
に
よ
り
削
減
で
き
た
職
員
の
作
業

時
間
は
、令
和
２
年
度
の
約
１
７
０
０

時
間
か
ら
令
和
３
年
度
は
３
９
０
０

時
間
と
な
っ
て
お
り
、約
２
２
０
０
時

間
の
削
減
時
間
増
に
つ
な
が
っ
た
。

問
　
Ａ
Ｉ
チ※

６

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
運
用

実
績
と
今
後
の
方
向
性
を
問
う
。

答
　
運
用
開
始
が
令
和
４
年
３
月
中

旬
か
ら
と
な
り
、令
和
３
年
度
の
実
運

用
期
間
は
約
２
週
間
で
あ
っ
た
。そ
の

間
で
も
９
３
７
人
の
市
民
か
ら
２
５

９
０
件
余
り
の
質
問
が
あ
り
、一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。現
在
７

８
０
の
質
問
と
回
答
を
用
意
し
て
い

る
が
、今
後
は
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
質
問

と
回
答
を
充
実
し
な
が
ら
、機
能
を
開

放
し
て
い
き
、よ
り
使
い
や
す
く
し
て

い
き
た
い
。

問
　
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、当
初

予
算
の
委
託
料
２
７
６
万
円
に
対
し
、

決
算
額
は
78
万
円
と
執
行
率
が
低
い

が
、
そ
の
理
由
を
問
う
。

答
　
当
初
予
算
で
は
、エ※

７

ジ
ン
バ
ラ
産

後
う
つ
病
質
問
票
の
要
フ
ォ
ロ
ー
と

な
る
、ハ
イ
リ
ス
ク
の
妊
婦
の
人
数
を

基
に
利
用
者
数
を
想
定
し
算
出
し
た
。

し
か
し
、す
で
に
産
後
う
つ
に
な
っ
て

医
療
行
為
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は

医
療
機
関
へ
直
接
ご
案
内
し
た
り
、ま

た
、産
後
ケ
ア
の
申
請
か
ら
利
用
ま
で

の
期
間
が
長
か
っ
た
こ
と
か
ら
、例
え

ば
、「
す
ぐ
に
で
も
母
乳
の
支
援
を
受

け
た
い
」と
い
っ
た
方
へ
助
産
師
が
訪

問
す
る
な
ど
の
対
応
を
と
っ
た
た
め
、

利
用
実
績
が
想
定
よ
り
少
な
く
な
っ

た
。
な
お
、令
和
４
年
度
は
手
続
き
の

流
れ
を
見
直
し
、速
や
か
な
利
用
開
始

に
向
け
対
応
し
て
い
る
。

問
　
ご
み
の
減
量
化
に
関
す
る
令
和

３
年
度
の
具
体
的
な
成
果
を
問
う
。

答
　
剪
定
枝
の
資
源
回
収
を
開
始
し
、

６
４
４
ト
ン
の
想
定
に
対
し
５
９
８

ト
ン
の
資
源
化
が
で
き
た
。
ま
た
、こ

こ
数
年
50
台
弱
の
補
助
実
績
で
推
移

し
て
き
た
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
購

入
補
助
で
は
、令
和
３
年
度
は
ご
み
有

料
化
の
影
響
も
あ
り
、２
８
２
台
の
補

助
実
績
を
達
成
し
た
。

問
　
企
業
移
転・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
設
置
支
援
事
業
は
、ど
の
よ
う
な
戦

略
で
実
施
し
た
の
か
問
う
。

答
　
本
市
に
企
業
移
転
等
を
す
る
事

業
者
に
対
し
初
期
費
用
や
雇
用
に
係

る
費
用
補
助
を
行
う
本
事
業
は
、５
件

の
想
定
に
対
し
４
件
の
企
業
移
転
が

で
き
た
。移
転
し
た
の
は
比
較
的
小
規

模
の
事
業
者
で
あ
る
が
、小
規
模
の
事

業
者
は
Ｉ
Ｔ
系
に
強
い
傾
向
が
あ
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
周
知
や
民
間
の

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
使
用
す

る
事
業
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
効
果
的

だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
環
境
整

備
で
各
学
校
に
設
置
し
た
大
型
提
示

装
置
の
、
授
業
へ
の
効
果
を
問
う
。

答
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
個
別
学
習

で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

大
型
提
示
装
置
の
導
入
に
よ
り
、子
ど

も
の
視
線
が
下
か
ら
前
に
向
く
場
面

が
増
え
る
た
め
、現
場
の
先
生
方
か
ら

も
効
果
的
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。ま

た
、個
々
の
考
え
を
集
約
し
て
全
体
に

提
示
す
る
こ
と
も
で
き
、他
者
の
考
え

か
ら
新
た
な
解
決
策
を
生
み
出
す
と

い
っ
た
協
働
的
な
学
び
に
つ
な
が
る

効
果
が
あ
る
。

問
　
病
院
経
営
に
お
け
る
コ
ス
ト・
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト（
費
用
対
効
果
）
の
意
識

を
問
う
。

答
　
医
療
費
等
の
見
え
る
化
を
行
う

こ
と
で
、
無
駄
を
省
き
、
コ
ス
ト
・
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
改
善
す
る
取
り
組
み

を
実
施
し
て
き
た
。今
後
も
こ
の
取
り

組
み
を
拡
充
し
て
い
き
た
い
。令
和
５

年
度
に
病
院
の
経
営
形
態
が
変
更
と

な
る
こ
と
も
あ
り
、慣
例
で
続
け
て
い

る
事
柄
に
対
し
て
も
本
当
に
必
要
か

ど
う
か
を
考
え
、病
院
と
し
て
大
胆
に

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

総
務
費

衛
生
費

商
工
費

教
育
費

病
院
事
業
会
計

令
和
３
年
度
決
算

決
算
特
別
委
員
会
に

お
け
る
主
な
質
疑

（11）

衛生費
108 億 9173万円

総務費（予備費を含む）
104億 834万円

土木費
（災害復旧費を含む）
55億 6255万円

公債費
52 億 681万円

教育費
61 億 5346万円

消防費
24 億 4320万円

商工費
23 億 5190万円

議会費
3 億 9300万円

労働費
2 億 2984万円

農林水産業費
3 億 795万円

民生費
394 億
9895万円

【 一 般 会 計 歳 出 内 訳 】

※諸収入等の内訳は、「諸収入、分担金及び負担金、財産収入、寄附金、地方贈与税」です。	

歳入
911億
9655万円

市税
367 億 7935万円

繰入金
5 億 7241万円

使用料及び手数料
10 億 4560万円

諸収入等（※）

43 億 5592万円

繰越金
67 億 4286万円

国庫支出金
224 億 2096万円

県支出金
60 億 3024万円

各種交付金等
101 億 9319万円

市債
30 億 5603万円

	自主財源　 	依存財源

【 一 般 会 計 歳 入 内 訳 】

令和３年度の一般会計決算及び各特別会計決算について、審議を行い、全ての決算が認定されました。

　　　　　　　区　分
　会計別 歳入決算額 歳出決算額 差引額 

（形式収支）
翌年度

繰越財源
翌年度繰越額 
（実質収支）

一 　 般 　 会 　 計 911億9655万円 834億4772万円 77億4883万円 5億9937万円 71億4946万円

特

別

会

計

国民健康保険事業 227億9930万円 221億8387万円 6億1542万円 0万円 6億1542万円

後期高齢者医療事業 37億5697万円 37億5457万円 240万円 0万円 240万円

介 護 保 険 事 業 175億7323万円 170億2174万円 5億5148万円 0万円 5億5148万円

公共用地先行取得事業 7685万円 7685万円 0万円 0万円 0万円

公
営
企
業
会
計

公共下水道事業
収益 57億1625万円 51億643万円 ー ー ー

資本 12億1735万円 32億426万円 ー ー ー

病 院 事 業
収益 134億3370万円 124億128万円 ー ー ー

資本 13億8461万円 15億7994万円 ー ー ー

令和３年度決算の概要
一般会計及び各特別会計について

歳出
834億
4772万円

※５　�RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）…人間が行うルーティン業務をロボットで自動化するツール
※６　�チャットボット：チャット（会話）とロボットを組み合わせた言葉。人工知能を活用し、テキストや音声を通じて自動的に会話するプログラムのこと
※７　�エジンバラ産後うつ病質問票：産後うつ病のスクリーニングを目的に作られた質問票であり、母親自身が自分の気持ちに最も近い回答を選ぶ方法

令
和
３
年
度
決
算

（10）



※５　�RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）…人間が行うルーティン業務をロボットで自動化するツール
※６　�チャットボット…チャット（会話）とロボットを組み合わせた言葉。人工知能を活用し、テキストや音声を通じて自動的に会話するプログラムのこと
※７　�エジンバラ産後うつ病質問票…産後うつ病のスクリーニングを目的に作られた質問票で、母親自身が自分の気持ちに最も近い回答を選ぶ方法により行う

問
　
Ｒ※

５

Ｐ
Ａ
導
入
の
庁
内
導
入
実
績

と
、そ
れ
に
よ
り
職
員
の
業
務
時
間
が

ど
の
く
ら
い
削
減
で
き
た
の
か
問
う
。

答
　
定
型
業
務
を
自
動
化
す
る
Ｒ
Ｐ

Ａ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、取
り
組
み
実

施
課
が
令
和
２
年
度
の
７
課
か
ら
令

和
３
年
度
は
12
課
に
増
加
し
た
。Ｒ
Ｐ

Ａ
に
よ
り
削
減
で
き
た
職
員
の
作
業

時
間
は
、令
和
２
年
度
の
約
１
７
０
０

時
間
か
ら
令
和
３
年
度
は
３
９
０
０

時
間
と
な
っ
て
お
り
、約
２
２
０
０
時

間
の
削
減
時
間
増
に
つ
な
が
っ
た
。

問
　
Ａ
Ｉ
チ※

６

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
運
用

実
績
と
今
後
の
方
向
性
を
問
う
。

答
　
運
用
開
始
が
令
和
４
年
３
月
中

旬
か
ら
と
な
り
、令
和
３
年
度
の
実
運

用
期
間
は
約
２
週
間
で
あ
っ
た
。そ
の

間
で
も
９
３
７
人
の
市
民
か
ら
２
５

９
０
件
余
り
の
質
問
が
あ
り
、一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。現
在
７

８
０
の
質
問
と
回
答
を
用
意
し
て
い

る
が
、今
後
は
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
質
問

と
回
答
を
充
実
し
な
が
ら
、機
能
を
開

放
し
て
い
き
、よ
り
使
い
や
す
く
し
て

い
き
た
い
。

問
　
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、当
初

予
算
の
委
託
料
２
７
６
万
円
に
対
し
、

決
算
額
は
78
万
円
と
執
行
率
が
低
い

が
、
そ
の
理
由
を
問
う
。

答
　
当
初
予
算
で
は
、エ※

７

ジ
ン
バ
ラ
産

後
う
つ
病
質
問
票
の
要
フ
ォ
ロ
ー
と

な
る
、ハ
イ
リ
ス
ク
の
妊
婦
の
人
数
を

基
に
利
用
者
数
を
想
定
し
算
出
し
た
。

し
か
し
、す
で
に
産
後
う
つ
に
な
っ
て

医
療
行
為
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は

医
療
機
関
へ
直
接
ご
案
内
し
た
り
、ま

た
、産
後
ケ
ア
の
申
請
か
ら
利
用
ま
で

の
期
間
が
長
か
っ
た
こ
と
か
ら
、例
え

ば
、「
す
ぐ
に
で
も
母
乳
の
支
援
を
受

け
た
い
」と
い
っ
た
方
へ
助
産
師
が
訪

問
す
る
な
ど
の
対
応
を
と
っ
た
た
め
、

利
用
実
績
が
想
定
よ
り
少
な
く
な
っ

た
。
な
お
、令
和
４
年
度
は
手
続
き
の

流
れ
を
見
直
し
、速
や
か
な
利
用
開
始

に
向
け
対
応
し
て
い
る
。

問
　
ご
み
の
減
量
化
に
関
す
る
令
和

３
年
度
の
具
体
的
な
成
果
を
問
う
。

答
　
剪
定
枝
の
資
源
回
収
を
開
始
し
、

６
４
４
ト
ン
の
想
定
に
対
し
５
９
８

ト
ン
の
資
源
化
が
で
き
た
。
ま
た
、こ

こ
数
年
50
台
弱
の
補
助
実
績
で
推
移

し
て
き
た
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
購

入
補
助
で
は
、令
和
３
年
度
は
ご
み
有

料
化
の
影
響
も
あ
り
、２
８
２
台
の
補

助
実
績
を
達
成
し
た
。

問
　
企
業
移
転・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
設
置
支
援
事
業
は
、ど
の
よ
う
な
戦

略
で
実
施
し
た
の
か
問
う
。

答
　
本
市
に
企
業
移
転
等
を
す
る
事

業
者
に
対
し
初
期
費
用
や
雇
用
に
係

る
費
用
補
助
を
行
う
本
事
業
は
、５
件

の
想
定
に
対
し
４
件
の
企
業
移
転
が

で
き
た
。移
転
し
た
の
は
比
較
的
小
規

模
の
事
業
者
で
あ
る
が
、小
規
模
の
事

業
者
は
Ｉ
Ｔ
系
に
強
い
傾
向
が
あ
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
周
知
や
民
間
の

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
使
用
す

る
事
業
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
効
果
的

だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
環
境
整

備
で
各
学
校
に
設
置
し
た
大
型
提
示

装
置
の
、
授
業
へ
の
効
果
を
問
う
。

答
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
個
別
学
習

で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

大
型
提
示
装
置
の
導
入
に
よ
り
、子
ど

も
の
視
線
が
下
か
ら
前
に
向
く
場
面

が
増
え
る
た
め
、現
場
の
先
生
方
か
ら

も
効
果
的
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。ま

た
、個
々
の
考
え
を
集
約
し
て
全
体
に

提
示
す
る
こ
と
も
で
き
、他
者
の
考
え

か
ら
新
た
な
解
決
策
を
生
み
出
す
と

い
っ
た
協
働
的
な
学
び
に
つ
な
が
る

効
果
が
あ
る
。

問
　
病
院
経
営
に
お
け
る
コ
ス
ト・
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト（
費
用
対
効
果
）
の
意
識

を
問
う
。

答
　
医
療
費
等
の
見
え
る
化
を
行
う

こ
と
で
、
無
駄
を
省
き
、
コ
ス
ト
・
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
改
善
す
る
取
り
組
み

を
実
施
し
て
き
た
。今
後
も
こ
の
取
り

組
み
を
拡
充
し
て
い
き
た
い
。令
和
５

年
度
に
病
院
の
経
営
形
態
が
変
更
と

な
る
こ
と
も
あ
り
、慣
例
で
続
け
て
い

る
事
柄
に
対
し
て
も
本
当
に
必
要
か

ど
う
か
を
考
え
、病
院
と
し
て
大
胆
に

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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費
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院
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業
会
計
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衛生費
108 億 9173万円

総務費（予備費を含む）
104億 834万円

土木費
（災害復旧費を含む）
55億 6255万円

公債費
52 億 681万円

教育費
61 億 5346万円

消防費
24 億 4320万円

商工費
23 億 5190万円

議会費
3 億 9300万円

労働費
2 億 2984万円

農林水産業費
3 億 795万円

民生費
394 億
9895万円

【 一 般 会 計 歳 出 内 訳 】

※諸収入等の内訳は、「諸収入、分担金及び負担金、財産収入、寄附金、地方贈与税」です。	

歳入
911億
9655万円

市税
367 億 7935万円

繰入金
5 億 7241万円

使用料及び手数料
10 億 4560万円

諸収入等（※）

43 億 5592万円

繰越金
67 億 4286万円

国庫支出金
224 億 2096万円

県支出金
60 億 3024万円

各種交付金等
101 億 9319万円

市債
30 億 5603万円

	自主財源　 	依存財源

【 一 般 会 計 歳 入 内 訳 】

令和３年度の一般会計決算及び各特別会計決算について、審議を行い、全ての決算が認定されました。

　　　　　　　区　分
　会計別 歳入決算額 歳出決算額 差引額 

（形式収支）
翌年度

繰越財源
翌年度繰越額 
（実質収支）

一 　 般 　 会 　 計 911億9655万円 834億4772万円 77億4883万円 5億9937万円 71億4946万円

特

別

会

計

国民健康保険事業 227億9930万円 221億8387万円 6億1542万円 0万円 6億1542万円

後期高齢者医療事業 37億5697万円 37億5457万円 240万円 0万円 240万円

介 護 保 険 事 業 175億7323万円 170億2174万円 5億5148万円 0万円 5億5148万円

公共用地先行取得事業 7685万円 7685万円 0万円 0万円 0万円

公
営
企
業
会
計

公共下水道事業
収益 57億1625万円 51億643万円 ー ー ー

資本 12億1735万円 32億426万円 ー ー ー

病 院 事 業
収益 134億3370万円 124億128万円 ー ー ー

資本 13億8461万円 15億7994万円 ー ー ー

令和３年度決算の概要
一般会計及び各特別会計について

歳出
834億
4772万円

※５　�RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）…人間が行うルーティン業務をロボットで自動化するツール
※６　�チャットボット：チャット（会話）とロボットを組み合わせた言葉。人工知能を活用し、テキストや音声を通じて自動的に会話するプログラムのこと
※７　�エジンバラ産後うつ病質問票：産後うつ病のスクリーニングを目的に作られた質問票であり、母親自身が自分の気持ちに最も近い回答を選ぶ方法

令
和
３
年
度
決
算
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第 3 回定例会で審議した主な案件

交付金を活用し情報発信と利便性の向上、避難所備品
の充実を図る・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ14

道の駅の整備及び運営の事業者選定に向け、債務負担
行為を設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ15

学校施設整備基金を新設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ16

オミクロン株に対応したワクチン接種を開始・・・ Ｐ17

【議案第 51 号　令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）所管部分】

【議案第 70 号　令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算 ( 第８号）所管部分】

【議案第 55 号　茅ヶ崎市学校施設整備基金条例】

【議案第 70 号　令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第８号）所管部分】

【主な事業費】　新型コロナウイルス感染症対策事業費（９５１万５０００円増。市公式ＬＩＮＥにおいて利用者の
　ニーズに合わせた情報発信を可能とする機能を拡充することに伴い、委託料を増額する

                  もの)(１２5万８０００円増。ｅ-ｋａｎａｇａｗａ電子申請システムへクレジット決済機能を追加   
                 することに伴い、手数料等を増額するもの）（１億７１１９万４０００円増。避難所の感染防止
                   用品を追加購入することに伴い、消耗品費等を増額するもの）

【事業の概要】　 道の駅整備運営事業（道の駅の整備及び運営について、令和４年度中に事業者選定に向け
                   た手続きを進めることに伴い債務負担行為を設定するものであり、17億９３２０万８０００円
                   を限度額とし、期間は令和４年度から令和７年度を設定するものです。）

【議案の概要】　市立の小学校及び中学校の施設の整備を計画的に推進することを目的として、茅ヶ崎市学
                  校施設整備基金を設置するものです。

【主な事業費】　新型コロナウイルスワクチン接種事業費 （11億８７８８万８０００円 増。新型コロナウイルス 
                   感染症の感染拡大防止対策として、初回接種の完了者を対象としたオミクロン株対応ワク
                  チン接種の実施に伴い、報酬等を増額するもの）
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　新型感染症強靱化対策として、キャッシュレス決算端末機の設
置や職員のＷＥＢ会議端末の配備等の非対面・非来庁型行政サー
ビスが拡充されたが、令和３年度は、実施計画がない中で事業の
全体的な計画が見えず、臨時交付金の活用についても、各かい課
からの提案事業の推進に留まったと感じる。
　今後は、国の補助金をより有効活用するためにも、アフターコ
ロナを見据え、本市の課題を洗い出し、市民に対し計画を見える
化した上で具体的に事業を推進していくことを望む。
　また、子育て世代転入促進事業として、民間活力を利用し「#ち
がすき」を立ち上げ、ＷＥＢによる本市の魅力発信を行ったが、ター
ゲットでもある子育て世代のＷＥＢ閲覧者が50パーセント以上で
あり、本事業の効果は大きかったと考えている。引き続き、質の
高い広報戦略の推進を期待する。

公明ちがさき

私たちは、このような理由で

賛成しました／反対しました
　令和３年度の一般会計決算及び各特別
会計決算について、本会議での採決の
前に各会派などが賛成または反対を表明
し、その理由を述べました。主な内容は
次のとおりです。

　一般会計歳入歳出決算のうち、総務費において、ＡＩやＲＰＡを
多く施策に導入して市民サービスの向上を図るよう会派として要望
してきた。課によって差はあるが、導入により効率化が進んでいる
ことを評価する。
　また、新型コロナウイルスの影響で、歳入歳出それぞれ減少と
なったが、財政健全化判断比率の１つである実質公債費比率は1.9
パーセントとなっており健全であると判断する。茅ヶ崎市実施計画
2025の策定で本市がコロナ禍以前よりもさらに活性化することを
期待する。
　病院事業会計については、迅速な新型コロナウイルス感染症への
対応により市民の安心につながったこと及び医業収益を拡大したこ
とについて評価する。しかしながら、現在はコロナ禍における国や
県の補助金で黒字となっていることもあり、今後も一層の医業収益
の拡大と地方公営企業法の全部適用に伴う新体制に向けた取り組み
に努めていくことを要望する。

　新型コロナウイルス感染症対策事業費のうち産後ケア事業につ
いては、令和３年度からスタートした事業であるが、申請から利
用までに日数がかかるなどの課題が令和４年度に向けて改善され
ている点については評価する。今後は、アンケート等で得た利用
者からの意見を検証し、すぐにでも事業に反映できる体制の強化
と、一定のニーズがあると思われる宿泊型の支援についても調
査・研究することを求める。
　防災対策費については、感染症対策等のさまざまな工夫を行
い、防災リーダー研修等を開催した点について評価する。今後も防
災リーダーの育成等を積極的に継続し、自主防災組織の高齢化対策
として、中学生を対象としたジュニア防災リーダー養成講座など、
若い世代を対象に工夫して取り組んでいくことを要望する。

ちがさき自民クラブ

絆・新しい風

賛 成

賛 成

賛 成

　コロナ禍で痛手を受けた市内中小企業や小規模事業者等に対
し、ローカル応援チケット等の事業等を相次いで実施したが、経営
基盤の強化等につながる事業であったのか検証が必要である。ま
た、病院事業会計では、コロナ禍でさまざまな経営課題が生じると
推察するが、患者のサービスの改善や慣例に促われない業務の見
直しや委託費の精査に努め、次年度からの経営形態変更に向け着
実な収支改善が図られることを期待する。

　当会派は、市民団体向けの各種補助金の削減やマイナンバーカー
ド普及促進事業、燃やせるごみの収集運搬業務の一部委託及びマイ
ナポイント事業の延長施策等により当初及び補正予算に反対して
きた。また、児童手当の特例給付の所得上限設定のためのシステム
改修費も含まれており、これらの施策の予算が執行された決算認定
であるため反対する。

　一般会計歳入歳出決算について、令和３年度は、新型コロナウ
イルス感染症の影響を勘案し、財政健全化の取り組みを進めなが
ら各種業務及びＤＸの推進等を行ったことは評価する。しかしな
がら、本来ならば必要であった事業費まで削減してしまったので
はないかとも思える。そのため、本事業の削減された必要性につ
いて改めて点検することを求める。

　市は自治会や地域コミュニティーへの依存体質から脱却し、自
立していくべきである。特に、まちぢから協議会連絡会は、市が
市民に依存する温床になっており、まちぢから協議会連絡会の在
り方は見直すべきである。まちぢから協議会連絡会への高額な補
助金の大半は事務局の人件費であるが、本来の役割が果たされて
おらず必要のない補助金と考える。また、柳島スポーツ公園の管
理運営経費について、金額に対し市民に提供されるサービスの低
さが改善されていないため、反対する。（杉本啓子議員）

　保健所業務やワクチン接種事業などに全力を尽くした点を考慮
しても、市内部に負担を強いる結果となったことを踏まえ、今後
の組織改正や業務の見直しによる合理化の推進や、職員育成・福
利厚生の充実に取り組むことを要望する。また、財政の安定化に
取り組んだことは評価するが、市の事情と市民ニーズは必ずしも
一致するものではなく、事業の延期や廃止などで生じた不用額を
いかに本市の発展に使用していくのか、市民に対してしっかりと
説明することを要望する。閉塞感漂う世相の中で、未来に期待を
持てる市民に優しい行政運営を強く求める。

ちがさき立憲クラブ

共産党

新政ちがさき

会派に属さない議員

未来創生・湘風クラブ

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

反 対
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用までに日数がかかるなどの課題が令和４年度に向けて改善され
ている点については評価する。今後は、アンケート等で得た利用
者からの意見を検証し、すぐにでも事業に反映できる体制の強化
と、一定のニーズがあると思われる宿泊型の支援についても調
査・研究することを求める。
　防災対策費については、感染症対策等のさまざまな工夫を行
い、防災リーダー研修等を開催した点について評価する。今後も防
災リーダーの育成等を積極的に継続し、自主防災組織の高齢化対策
として、中学生を対象としたジュニア防災リーダー養成講座など、
若い世代を対象に工夫して取り組んでいくことを要望する。

ちがさき自民クラブ

絆・新しい風

賛 成

賛 成

賛 成

　コロナ禍で痛手を受けた市内中小企業や小規模事業者等に対
し、ローカル応援チケット等の事業等を相次いで実施したが、経営
基盤の強化等につながる事業であったのか検証が必要である。ま
た、病院事業会計では、コロナ禍でさまざまな経営課題が生じると
推察するが、患者のサービスの改善や慣例に促われない業務の見
直しや委託費の精査に努め、次年度からの経営形態変更に向け着
実な収支改善が図られることを期待する。

　当会派は、市民団体向けの各種補助金の削減やマイナンバーカー
ド普及促進事業、燃やせるごみの収集運搬業務の一部委託及びマイ
ナポイント事業の延長施策等により当初及び補正予算に反対して
きた。また、児童手当の特例給付の所得上限設定のためのシステム
改修費も含まれており、これらの施策の予算が執行された決算認定
であるため反対する。

　一般会計歳入歳出決算について、令和３年度は、新型コロナウ
イルス感染症の影響を勘案し、財政健全化の取り組みを進めなが
ら各種業務及びＤＸの推進等を行ったことは評価する。しかしな
がら、本来ならば必要であった事業費まで削減してしまったので
はないかとも思える。そのため、本事業の削減された必要性につ
いて改めて点検することを求める。

　市は自治会や地域コミュニティーへの依存体質から脱却し、自
立していくべきである。特に、まちぢから協議会連絡会は、市が
市民に依存する温床になっており、まちぢから協議会連絡会の在
り方は見直すべきである。まちぢから協議会連絡会への高額な補
助金の大半は事務局の人件費であるが、本来の役割が果たされて
おらず必要のない補助金と考える。また、柳島スポーツ公園の管
理運営経費について、金額に対し市民に提供されるサービスの低
さが改善されていないため、反対する。（杉本啓子議員）

　保健所業務やワクチン接種事業などに全力を尽くした点を考慮
しても、市内部に負担を強いる結果となったことを踏まえ、今後
の組織改正や業務の見直しによる合理化の推進や、職員育成・福
利厚生の充実に取り組むことを要望する。また、財政の安定化に
取り組んだことは評価するが、市の事情と市民ニーズは必ずしも
一致するものではなく、事業の延期や廃止などで生じた不用額を
いかに本市の発展に使用していくのか、市民に対してしっかりと
説明することを要望する。閉塞感漂う世相の中で、未来に期待を
持てる市民に優しい行政運営を強く求める。

ちがさき立憲クラブ

共産党

新政ちがさき

会派に属さない議員

未来創生・湘風クラブ

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

反 対

令
和
３
年
度
決
算

（12）
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道
の
駅
整
備
運
営
事
業（
道
の
駅
の

整
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
、令
和
４
年

度
中
に
事
業
者
選
定
に
向
け
た
手
続

き
を
進
め
る
こ
と
に
伴
い
債※

９

務
負
担

行
為
を
設
定

す
る
も
の
で

あ
り
、17
億
９

３
２
０
万
８

０
０
０
円
を

限
度
額
と
し
、

期
間
は
令
和

４
年
度
か
ら

令
和
７
年
度

を
設
定
す
る

も
の
で
す
。）

問
　
車
両
の
導
線
計
画
で
は
、道
の
駅

出
入
口
と
柳
島
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
出

入
口
が
向
き
合
っ
て
い
る
。道
の
駅
の

渋
滞
対
策
に
係
る
経
費
は
ど
こ
が
負

担
す
る
の
か
。

答
　
渋
滞
対
策
等
に
係
る
費
用
に
つ
い

て
は
、道
の
駅
の
整
備
及
び
運
営
事
業

者
の
負
担
と
な
る
。

　
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
促
進
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
良
質
な
既

存
住
宅
を
長
期
優
良
住
宅
と
し
て
認

定
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、認
定
審
査
の
手
数
料
を
定
め
る

も
の
で
す
。

問
　
既
存
住
宅
を
長
期
優
良
住
宅
と

し
て
認
定
す
る
制
度
の
狙
い
を
問
う
。

答
　
制
度
の
狙
い
は
２
つ
あ
り
、①
既
存

住
宅
を
安
心
し
て
購
入
で
き
る
環
境
を

整
備
し
、流
通
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
、②
認
定
さ
れ
た
住
宅
が
品
質
の

確
保
さ
れ
た
住
宅
と
し
て
長
期
間
適
切

に
維
持
管
理
さ
れ
る
こ
と
で
、短
期
的

な
住
宅
建
設
を
繰
り
返
す
こ
と
な
く
、

地
球
環
境
の
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。

問
　
制
度
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
問
う
。

答
　
税
制
優
遇
と
し
て
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、住
宅

金
融
支
援
機
構
か
ら
の
融
資
を
特
例
金

利
で
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
費（
農
業
者
支
援
と
し
て
２
９

２
５
万
円
増
。漁
業
者
支
援
と
し
て
７

０
４
万
３
０
０
０
円
増
。コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
原
油
価
格
の
高
騰
等
の
影
響

を
受
け
る
農
業
者
及
び
漁
業
者
支
援

と
し
て
、農
業
水
産
事
業
者
支
援
事
業

給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
伴
い
、負

担
金
補
助
及
び
交
付
金
を
増
額
す
る

も
の
）住
環
境
整
備
事
業
費（
９
万
５
０

０
０
円
増
。茅
ヶ
崎
市
住
ま
い
づ
く
り

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、民
間

賃
貸
住
宅
等
へ
の
入
居
の
円
滑
化
に
係

る
支
援
の
た
め
、負
担
金
補
助
及
び
交

付
金
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
農
業
者
及
び
漁
業
者
支
援
と
し

て
、こ
れ
ま
で
補
助
金
で
対
応
し
て
い

た
も
の
を
給
付
金
と
し
た
見
解
を
問
う
。

答
　
肥
料
代
や
燃
料
代
の
急
激
な
値
上

が
り
で
、農
家
等
は
苦
し
い
状
況
で
あ
る
。

営
農・漁
業
継
続
と
い
う
観
点
か
ら
、早

急
に
支
援
す
る
た
め
、今
回
は
給
付
金

で
の
対
応
と
し
た
。

問
　
住
環
境
整
備
事
業
の
詳
細
を
問
う
。

答
　
居
住
支
援
や
生
活
支
援
を
行
う

担
当
課
や
関
係
団
体
で
構
成
す
る
居

住
支
援
協
議
会
に
お
い
て
、住
宅
確
保

要
配
慮
者
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
も
の

で
あ
る
。今
回
は
、本
協
議
会
等
の
活
動

内
容
を
伝
え
る
チ
ラ
シ
作
成
や
居
住
支

援
の
連
携
を
学
ぶ
た
め
の
講
習
会
等
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

事
業
の
概
要

 

主
な
質
疑

長期優良住宅に係
る法改正に伴い、認
定審査の手数料を
規定
議案第59号　茅ヶ崎市手数
料条例の一部を改正する条
例

委員会では
全会一致

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

農業者及び漁業者へ
の給付金の支給及
び住宅確保要配慮者
への支援を実施
議案第51号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
(第７号）所管部分

委員会では
全会一致

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

※９　債務負担行為…�複数年にわたる契約など後年度の支出が必要となるものについて、内容、期間及び限度額をあらかじめ予算の内容の一部として
定めておくもの。実際に支出が必要となる年度に、その年度の「歳入歳出予算」に計上されます。

令和７年開設予定の道の駅

都
市
経
済
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、議
案
12
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
小
川
　
裕
暉

副
委
員
長

　
木
山
　
耕
治

杉
本
　
啓
子

藤
本
　
恵
祐

山
田
　
悦
子

岩
田
は
る
み

山
﨑
　
広
子

道の駅の整備及び
運営の事業者選定
に向け、債務負担行
為を設定
議案第70号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
(第８号）所管部分

委員会では
賛成多数
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常
任
委
員
会
の
報
告

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
費（
９
５
１
万
５
０
０
０
円
増
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
お
い
て
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
情
報
発
信
を
可

能
と
す
る
機
能
を
拡
充
す
る
こ
と
に

伴
い
、委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
）（
１

２
５
万
８
０
０
０
円
増
。ｅ-

ｋａｎａｇ

ａｗａ
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
へ
ク
レ
ジ
ッ

ト
決
済
機
能
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴

い
、手
数
料
等
を
増
額
す
る
も
の
）（
１

億
７
１
１
９
万
４
０
０
０
円
増
。避
難

所
の
感
染
防
止
用
品
を
追
加
購
入
す

る
こ
と
に
伴
い
、消
耗
品
費
等
を
増
額

す
る
も
の
）

問
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
セ※

８

グ
メ
ン
ト
配
信
に

お
け
る
機
能
追
加
費
用
の
内
訳
を
問
う
。

答
　
機
能
構
築
に
約
70
万
円
、
50
カ

月
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
し
て
８

８
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

問
　
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
問
う
。

答
　
現
時
点
で
は
、
ま
ず
は
子
育
て

世
代
を
想
定
し
て
い
る
。

問
　
ｅ-

ｋａｎａｇ
ａｗａ
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
へ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
追
加
に

つ
い
て
、対
象
の
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
よ

う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　
税
証
明
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
の
利
用
申
請
に
伴
う
手
数
料
の
納

入
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

問
　
国
で
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
推
進

し
て
い
る
中
、ｅ-

ｋ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
拡
充
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、見
解
を
問
う
。

答
　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
持
し
て

い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
カ
ー
ド

の
普
及
状
況
は
現
在
50
％
程
度
で
あ

る
。
一
方
で
、
ｅ-

ｋ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
は
、
令
和
３

年
度
に
５
万
件
以
上
の
利
用
が
あ
り
、

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回

の
機
能
追
加
を
提
案
し
た
。
今
後
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
状
況

や
国
の
動
向
を
勘
案
し
、
市
の
方
向

性
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
避
難
所
の
感
染
防
止
対
策
と
し
て

追
加
購
入
す
る
備
品
の
詳
細
を
問
う
。

答
　
避
難
所
と
な
る
各
校
に
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
20
張
、
簡
易
ベ
ッ
ド
10
台
を
追

加
す
る
ほ
か
、
よ
り
簡
易
的
な
ベ
ッ
ド

を
60
台
、
折
り
畳
み
式
マ
ッ
ト
を
３
０

０
枚
配
備
す
る
。
ま
た
、
熱
中
症
対
策

と
し
て
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
、
断
水

時
に
使
用
で
き
る
自
動
ラ
ッ
ピ
ン
グ
式

の
ト
イ
レ
、
配
備
職
員
の
分
散
配
置
に

備
え
た
簡
易
無
線
機
等
も
購
入
す
る
予

定
で
あ
る
。

問
　
入
札
方
式
は
ど
の
よ
う
な
方
針
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
品
物
で
一
般
競
争

入
札
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
２
年
経
過
し
、

社
会
の
考
え
方
も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ
少

し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
。今
後
の
避
難

所
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

答
　
感
染
対
策
へ
の
配
慮
が
必
要
な

生
活
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
を
想
定
し
て
訓
練
を
し

て
い
る
が
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

避
難
所
へ
避
難
す
る
こ
と
を
た
め
ら

う
こ
と
が
無
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と

整
備
さ
れ
た
避
難
所
を
設
営
し
た
い
。

問
　
備
品
購
入
後
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
一

覧
表
の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
　
配
備
職
員
に
対
し
て
新
た
な
資

機
材
の
整
備
に
合
わ
せ
て
取
り
扱
い

方
法
な
ど
の
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
年
度
当
初
に
実
施
す
る
拠
点

打
合
会
で
関
係
者
に
も
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
周
知
を
図
り
た
い
。

問
　
購
入
す
る
機
材
の
う
ち
、大
容
量

Ｕ
Ｐ
Ｓ
電
源
装
置
の
用
途
と
仕
様
に
つ

い
て
問
う
。

答
　
人
工
呼
吸
器
や
酸
素
濃
縮
器
な

ど
同
時
に
３
つ
の
医
療
機
器
へ
の
接

続
が
可
能
で
あ
り
、
３
つ
同
時
に
使

用
し
た
場
合
の
連
続
使
用
可
能
時
間

は
約
１
時
間
半
程
度
で
あ
る
。

問
　
災
害
時
の
協
定
を
締
結
し
て
い
る

民
間
の
避
難
所
へ
の
配
備
予
定
を
問
う
。

答
　
今
回
購
入

す
る
備
品
は
、

協
定
を
締
結
し

て
い
る
企
業
へ

も
配
備
し
て
い

く
。

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

※８　�セグメント配信…顧客の配信リストから対象となる顧客を条件で絞り込み配信すること
追加購入する備品の例

交付金を活用し情報
発信と利便性の向上、
避難所備品の充実を
図る
議案第51号　令和４年度茅ヶ崎
市一般会計補正予算（第７号）所
管部分

委員会では
全会一致

総
務
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、議
案
11
件

を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
岸
　
　
正
明

副
委
員
長

　
阿
部
　
英
光

藤
村
優
佳
理

金
田
　
俊
信

水
島
　
誠
司

青
木
　
　
浩

柾
木
　
太
郎

（14）



常
任
委
員
会
の
報
告

　
道
の
駅
整
備
運
営
事
業（
道
の
駅
の

整
備
及
び
運
営
に
つ
い
て
、令
和
４
年

度
中
に
事
業
者
選
定
に
向
け
た
手
続

き
を
進
め
る
こ
と
に
伴
い
債※

９

務
負
担

行
為
を
設
定

す
る
も
の
で

あ
り
、17
億
９

３
２
０
万
８

０
０
０
円
を

限
度
額
と
し
、

期
間
は
令
和

４
年
度
か
ら

令
和
７
年
度

を
設
定
す
る

も
の
で
す
。）

問
　
車
両
の
導
線
計
画
で
は
、道
の
駅

出
入
口
と
柳
島
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
出

入
口
が
向
き
合
っ
て
い
る
。道
の
駅
の

渋
滞
対
策
に
係
る
経
費
は
ど
こ
が
負

担
す
る
の
か
。

答
　
渋
滞
対
策
等
に
係
る
費
用
に
つ
い

て
は
、道
の
駅
の
整
備
及
び
運
営
事
業

者
の
負
担
と
な
る
。

　
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
促
進
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
良
質
な
既

存
住
宅
を
長
期
優
良
住
宅
と
し
て
認

定
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、認
定
審
査
の
手
数
料
を
定
め
る

も
の
で
す
。

問
　
既
存
住
宅
を
長
期
優
良
住
宅
と

し
て
認
定
す
る
制
度
の
狙
い
を
問
う
。

答
　
制
度
の
狙
い
は
２
つ
あ
り
、①
既
存

住
宅
を
安
心
し
て
購
入
で
き
る
環
境
を

整
備
し
、流
通
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
、②
認
定
さ
れ
た
住
宅
が
品
質
の

確
保
さ
れ
た
住
宅
と
し
て
長
期
間
適
切

に
維
持
管
理
さ
れ
る
こ
と
で
、短
期
的

な
住
宅
建
設
を
繰
り
返
す
こ
と
な
く
、

地
球
環
境
の
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。

問
　
制
度
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
問
う
。

答
　
税
制
優
遇
と
し
て
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、住
宅

金
融
支
援
機
構
か
ら
の
融
資
を
特
例
金

利
で
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
費（
農
業
者
支
援
と
し
て
２
９

２
５
万
円
増
。漁
業
者
支
援
と
し
て
７

０
４
万
３
０
０
０
円
増
。コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
原
油
価
格
の
高
騰
等
の
影
響

を
受
け
る
農
業
者
及
び
漁
業
者
支
援

と
し
て
、農
業
水
産
事
業
者
支
援
事
業

給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
伴
い
、負

担
金
補
助
及
び
交
付
金
を
増
額
す
る

も
の
）住
環
境
整
備
事
業
費（
９
万
５
０

０
０
円
増
。茅
ヶ
崎
市
住
ま
い
づ
く
り

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、民
間

賃
貸
住
宅
等
へ
の
入
居
の
円
滑
化
に
係

る
支
援
の
た
め
、負
担
金
補
助
及
び
交

付
金
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
農
業
者
及
び
漁
業
者
支
援
と
し

て
、こ
れ
ま
で
補
助
金
で
対
応
し
て
い

た
も
の
を
給
付
金
と
し
た
見
解
を
問
う
。

答
　
肥
料
代
や
燃
料
代
の
急
激
な
値
上

が
り
で
、農
家
等
は
苦
し
い
状
況
で
あ
る
。

営
農・漁
業
継
続
と
い
う
観
点
か
ら
、早

急
に
支
援
す
る
た
め
、今
回
は
給
付
金

で
の
対
応
と
し
た
。

問
　
住
環
境
整
備
事
業
の
詳
細
を
問
う
。

答
　
居
住
支
援
や
生
活
支
援
を
行
う

担
当
課
や
関
係
団
体
で
構
成
す
る
居

住
支
援
協
議
会
に
お
い
て
、住
宅
確
保

要
配
慮
者
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
も
の

で
あ
る
。今
回
は
、本
協
議
会
等
の
活
動

内
容
を
伝
え
る
チ
ラ
シ
作
成
や
居
住
支

援
の
連
携
を
学
ぶ
た
め
の
講
習
会
等
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

事
業
の
概
要

 

主
な
質
疑

長期優良住宅に係
る法改正に伴い、認
定審査の手数料を
規定
議案第59号　茅ヶ崎市手数
料条例の一部を改正する条
例

委員会では
全会一致

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

農業者及び漁業者へ
の給付金の支給及
び住宅確保要配慮者
への支援を実施
議案第51号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
(第７号）所管部分

委員会では
全会一致

 
主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

※９　債務負担行為…�複数年にわたる契約など後年度の支出が必要となるものについて、内容、期間及び限度額をあらかじめ予算の内容の一部として
定めておくもの。実際に支出が必要となる年度に、その年度の「歳入歳出予算」に計上されます。

令和７年開設予定の道の駅

都
市
経
済
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、議
案
12
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
小
川
　
裕
暉

副
委
員
長

　
木
山
　
耕
治

杉
本
　
啓
子

藤
本
　
恵
祐

山
田
　
悦
子

岩
田
は
る
み

山
﨑
　
広
子

道の駅の整備及び
運営の事業者選定
に向け、債務負担行
為を設定
議案第70号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
(第８号）所管部分

委員会では
賛成多数
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常
任
委
員
会
の
報
告

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
費（
９
５
１
万
５
０
０
０
円
増
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
お
い
て
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
情
報
発
信
を
可

能
と
す
る
機
能
を
拡
充
す
る
こ
と
に

伴
い
、委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
）（
１

２
５
万
８
０
０
０
円
増
。ｅ-

ｋａｎａｇ

ａｗａ
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
へ
ク
レ
ジ
ッ

ト
決
済
機
能
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴

い
、手
数
料
等
を
増
額
す
る
も
の
）（
１

億
７
１
１
９
万
４
０
０
０
円
増
。避
難

所
の
感
染
防
止
用
品
を
追
加
購
入
す

る
こ
と
に
伴
い
、消
耗
品
費
等
を
増
額

す
る
も
の
）

問
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
セ※

８

グ
メ
ン
ト
配
信
に

お
け
る
機
能
追
加
費
用
の
内
訳
を
問
う
。

答
　
機
能
構
築
に
約
70
万
円
、
50
カ

月
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
し
て
８

８
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

問
　
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
問
う
。

答
　
現
時
点
で
は
、
ま
ず
は
子
育
て

世
代
を
想
定
し
て
い
る
。

問
　
ｅ-

ｋａｎａｇ
ａｗａ
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
へ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
追
加
に

つ
い
て
、対
象
の
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
よ

う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　
税
証
明
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
の
利
用
申
請
に
伴
う
手
数
料
の
納

入
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

問
　
国
で
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
推
進

し
て
い
る
中
、ｅ-

ｋ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
拡
充
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、見
解
を
問
う
。

答
　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
持
し
て

い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
カ
ー
ド

の
普
及
状
況
は
現
在
50
％
程
度
で
あ

る
。
一
方
で
、
ｅ-

ｋ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
は
、
令
和
３

年
度
に
５
万
件
以
上
の
利
用
が
あ
り
、

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回

の
機
能
追
加
を
提
案
し
た
。
今
後
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
状
況

や
国
の
動
向
を
勘
案
し
、
市
の
方
向

性
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
避
難
所
の
感
染
防
止
対
策
と
し
て

追
加
購
入
す
る
備
品
の
詳
細
を
問
う
。

答
　
避
難
所
と
な
る
各
校
に
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
20
張
、
簡
易
ベ
ッ
ド
10
台
を
追

加
す
る
ほ
か
、
よ
り
簡
易
的
な
ベ
ッ
ド

を
60
台
、
折
り
畳
み
式
マ
ッ
ト
を
３
０

０
枚
配
備
す
る
。
ま
た
、
熱
中
症
対
策

と
し
て
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
、
断
水

時
に
使
用
で
き
る
自
動
ラ
ッ
ピ
ン
グ
式

の
ト
イ
レ
、
配
備
職
員
の
分
散
配
置
に

備
え
た
簡
易
無
線
機
等
も
購
入
す
る
予

定
で
あ
る
。

問
　
入
札
方
式
は
ど
の
よ
う
な
方
針
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
品
物
で
一
般
競
争

入
札
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
２
年
経
過
し
、

社
会
の
考
え
方
も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ
少

し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
。今
後
の
避
難

所
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

答
　
感
染
対
策
へ
の
配
慮
が
必
要
な

生
活
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
を
想
定
し
て
訓
練
を
し

て
い
る
が
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

避
難
所
へ
避
難
す
る
こ
と
を
た
め
ら

う
こ
と
が
無
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と

整
備
さ
れ
た
避
難
所
を
設
営
し
た
い
。

問
　
備
品
購
入
後
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
一

覧
表
の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
　
配
備
職
員
に
対
し
て
新
た
な
資

機
材
の
整
備
に
合
わ
せ
て
取
り
扱
い

方
法
な
ど
の
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
年
度
当
初
に
実
施
す
る
拠
点

打
合
会
で
関
係
者
に
も
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
周
知
を
図
り
た
い
。

問
　
購
入
す
る
機
材
の
う
ち
、大
容
量

Ｕ
Ｐ
Ｓ
電
源
装
置
の
用
途
と
仕
様
に
つ

い
て
問
う
。

答
　
人
工
呼
吸
器
や
酸
素
濃
縮
器
な

ど
同
時
に
３
つ
の
医
療
機
器
へ
の
接

続
が
可
能
で
あ
り
、
３
つ
同
時
に
使

用
し
た
場
合
の
連
続
使
用
可
能
時
間

は
約
１
時
間
半
程
度
で
あ
る
。

問
　
災
害
時
の
協
定
を
締
結
し
て
い
る

民
間
の
避
難
所
へ
の
配
備
予
定
を
問
う
。

答
　
今
回
購
入

す
る
備
品
は
、

協
定
を
締
結
し

て
い
る
企
業
へ

も
配
備
し
て
い

く
。

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

※８　�セグメント配信…顧客の配信リストから対象となる顧客を条件で絞り込み配信すること
追加購入する備品の例

交付金を活用し情報
発信と利便性の向上、
避難所備品の充実を
図る
議案第51号　令和４年度茅ヶ崎
市一般会計補正予算（第７号）所
管部分

委員会では
全会一致

総
務
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、議
案
11
件

を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
岸
　
　
正
明

副
委
員
長

　
阿
部
　
英
光

藤
村
優
佳
理

金
田
　
俊
信

水
島
　
誠
司

青
木
　
　
浩

柾
木
　
太
郎

（14）



常
任
委
員
会
の
報
告

※10　閉会中継続審査…�会期中に結論が出ず、なお内容を調査検討するため、閉会中に継続して審査を必要とするもの

文
化
教
育
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、議
案
６
件
と

陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
滝
口
　
友
美

副
委
員
長

　
水
本
　
定
弘
　

中
野
　
幸
雄

小
磯
　
妙
子

早
川
　
仁
美

長
谷
川
由
美

伊
藤
　
素
明

　
市
立
の
小
学
校
及
び
中
学
校
の
施
設

の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、茅
ヶ
崎
市
学
校
施
設
整

備
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

問
　
学
校
施
設
の
整
備
は
総
額
１
０
０

～
２
０
０
億
円
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、学
校
施
設
の
整
備
方
針
を
伺
う
。

答
　
整
備
費
用
の
具
体
的
な
金
額
は
、

策
定
を
予
定
し
て
い
る
学
校
施
設
の
個

別
施
設
計
画
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

問
　
基
金
の
財
源
の
一
つ
で
あ
る
寄
附

金
に
つ
い
て
、想
定
し
て
い
る
手
法
を

伺
う
。

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
活
用
を
考
え

て
お
り
、具
体
的
に
は
、寄
附
の
メ
ニュ
ー

に
学
校
施
設
整
備
を
加
え
る
こ
と
で
、寄

附
金
を
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
小
児
医
療
費
助
成
事
業
費（
３
０
７

万
９
０
０
０
円
増
。小
児
医
療
費
助
成

事
業
の
所
得
制
限
及
び
一
部
負
担
金
の

撤
廃
に
向
け
た
準
備
の
た
め
、印
刷
製

本
費
、通
信
運
搬
費
、委
託
料
を
増
額

す
る
も
の
）

問
　
今
回
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し

た
費
用
の
内
訳
を
伺
う
。

答
　
シ
ス
テ
ム
改
修
に
係
る
委
託
料
に
約

１
５
３
万
円
及
び
今
回
の
制
度
改
正
に

伴
い
新
た
に
対
象
と
な
る
方
へ
の
通
知
等

に
伴
う
費
用
に
約
１
５
５
万
円
を
計
上

し
た
。

　
市
民
の
生
涯
学
習
を
保
障
し
、文
化

を
支
え
る
施
設
で
あ
る
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
及
び
茅
ヶ
崎
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
を
廃
止
す
る
方
針
の
変
更
を
求
め

る
も
の
で
す
。

問
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利
用
率
向
上

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
努
力
を
行
っ
た

の
か
伺
う
。

答
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
の
他
、

動
画
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
を
実

施
す
る
等
、新
た
な
周
知
方
法
も
行
っ
て

い
る
。ま
た
、ま
な
び
の
市
民
講
座
の
会

場
の
一
つ
と
し
て
設
定
し
て
お
り
、開
催

時
に
は
広
報
紙
で
も
周
知
等
を
実
施
し

て
い
る
。

問
　
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
利
用
者

の
声
を
聞
き
、施
設
の
廃
止
等
の
検
討

を
重
ね
て
い
く
べ
き
だ
が
見
解
を
伺
う
。

答
　
令
和
４
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
実
施
し
た「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、茅
ヶ

崎
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
及
び
萩
園

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
等
並
び
に

ネ
ス
パ
茅
ヶ
崎
ビ
ル
等
の
今
後
の
利
活
用

に
関
す
る
方
針（
素
案
）」に
係
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、市
民
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
頂
い
た
。検
討
の
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、今
後
の

方
針
を
出
す
時
期
を
延
期
し
、検
討
を

続
け
て
い
き
た
い
。

問
　
当
初
は
令
和
４
年
12
月
に
廃
止

に
関
す
る
条
例
を
提
案
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
た
が
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変

更
も
含
め
て
検
討
す
る
と
い
う
こ
と

か
伺
う
。

答
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
の
12
月

議
会
へ
の
条
例
廃
止
提
案
に
つ
い
て
は
、

延
期
し
、
合
わ
せ
て
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

に
か
か
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
延
期
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
は
検
討
し
て
い
く
が
、
今
回

提
案
し
て
い
る
廃
止
等
の
方
針
に
つ
い
て

は
、
利
用

者
の
意
見

等
も
踏

ま
え
、
し

っ
か
り
と

検
討
し
、

判
断
し
て

い
き
た
い
。

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

小児医療費助成
事業費を増額
議案第51号　令和４年
度茅ヶ崎市一般会計補
正予算（第７号）所管部分

委員会では
全会一致

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

市民ギャラリー、
茅ヶ崎駅前市民窓口
センターの存続を
求める陳情を審査
陳情第９号　市民ギャラ
リー、茅ヶ崎駅前市民窓口セ
ンターの廃止に関する方針
の変更を求める陳情

閉
※10

会中継続審査

陳
情
の
趣
旨

 

主
な
質
疑

市民ギャラリーの創作室

学校施設整備
基金を新設
議案第55号　茅ヶ
崎市学校施設整備
基金条例

委員会では
全会一致

（16）

常
任
委
員
会
の
報
告

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
費（
11
億
８
７
８
８
万
８
０
０
０

円
増
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、初
回

接
種
の
完
了
者
を
対
象
と
し
た
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
に

伴
い
、報
酬
等
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
こ
れ
ま
で
同
様
、
集
団
接
種
と
個

別
接
種
を
予
定
し
て
い
る
か
問
う
。

答
　
集
団
と
個
別
と
も
に
実
施
予
定

で
、
令
和
４
年
10
月
に
開
始
す
る
集

団
接
種
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
及
び
モ
デ
ル

ナ
製
、
個
別
接
種
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
を

使
用
し
、
接
種
を
進
め
て
い
く
。

問
　
想
定
さ
れ
る
接
種
対
象
者
数
を

問
う
。

答
　
一
回
目
、
二
回
目
の
初
回
接
種
が

完
了
し
て
い
る
12
歳
以
上
の
方
で
、
市

内
で
は
約
19
万
人
が
対
象
と
な
る
。

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と

の
同
時
接
種
に
問
題
は
な
い
か
。

答
　
同
時
接
種
は
可
能
で
あ
る
。

問
　
市
民
か
ら
の
相
談
窓
口
の
拡
充
に

つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
現
在
設
置
し
て
い
る
予
約
の
申

し
込
み
や
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ

の
た
め
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
段
階

的
に
拡
充
し
対
応
し
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
費（
１
億
５
５
７
万
８
０
０
０
円
増
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
件
数

や
入
院
患
者
の
増
加
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、相
談・患
者
対
応
な
ど
に
係
る
業

務
を
行
う
た
め
、通
信
運
搬
費
等
を
増

額
す
る
も
の
）

問
　
現
在
の
第
７
波
及
び
今
後
の
第

８
波
を
見
据
え
て
の
対
応
か
伺
う
。

答
　
現
在
は
健
康
観
察
の
対
象
者
を
重

点
観
察
対
象
者
に
絞
っ
て
い
る
。
国
で

は
、
今
後
発
生
届
を
限
定
化
す
る
動
き

が
あ
る
が
、
高
齢
者
の
健
康
観
察
は
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
変
異
株
が

発
生
し
た
際
に
は
、
分
析
・
調
査
に

よ
っ
て
療
養
期
間
等
が
変
わ
る
可
能
性

も
あ
る
た
め
、
国
や
県
の
動
き
を
注
視

し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

問
　
各
費
目
の
内
訳
を
問
う
。

答
　
携
帯
電
話
の
通
話
料
及
び
郵
送

料
と
し
て
通
信
運
搬
費
を
、
国
保
連

合
会
と
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
に
係
る
審
査
支
払
手
数
料
と
し
て

手
数
料
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
派
遣
職
員

の
手
配
、
自
宅
療
養
症
状
の
管
理
業

務
と
し
て
委
託
料
を
、
携
帯
電
話
の

使
用
料
及
び
執
務
室
の
什
器
の
使
用

料
と
し
て
使
用
料
及
び
賃
借
料
を
そ

れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。

　
環
境
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
市

内
の
全
公
立
中
学
校
２
年
生
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
介
護
の

仕
事
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
生
徒
に
は
、
学
校
で
配
付
さ
れ

た
一
人
一
台
端
末
か
ら
回
答
い
た
だ

き
、
１
８
７
６
名
、
92
・
３
％
と
非

常
に
高
い
回
答
率
を
得
ま
し
た
。
貴

重
な
市
民
の
声
を
多
く
把
握
で
き
、

介
護
の
仕
事
に
関
す
る
更
な
る
周
知

等
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し

た
。
ま
た
、
介
護
人
材
の
確
保
に
先

進
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
平
塚
市

と
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
を
令
和
４
年
10

月
11
日
に
実

施
し
ま
し

た
。
実
態
に

即
し
た
政
策

の
提
言
に
向

け
て
委
員
間

で
討
議
を
進

め
て
ま
い
り

ま
す
。

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

新型コロナ第７波への
対応に伴う委託料等の
増額
議案第51号　令和４年度茅ヶ崎
市一般会計補正予算（第７号）所
管部分

委員会では
全会一致

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

委
員
会
の
活
動

政
策
討
議
に
関
わ
る
活
動
報
告

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、議
案
８
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
岡
崎
　
　
進
　

副
委
員
長

　
菊
池
　
雅
介

豊
嶋
　
太
一

加
藤
　
大
嗣

広
瀬
　
忠
夫

小
島
　
勝
己

新
倉
　
真
二

オミクロン株に対応
したワクチン接種を
開始
議案第70号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
（第８号）所管部分

委員会では
全会一致

アンケート集計結果の一部

（17）



常
任
委
員
会
の
報
告

※10　閉会中継続審査…�会期中に結論が出ず、なお内容を調査検討するため、閉会中に継続して審査を必要とするもの

文
化
教
育
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、議
案
６
件
と

陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
滝
口
　
友
美

副
委
員
長

　
水
本
　
定
弘
　

中
野
　
幸
雄

小
磯
　
妙
子

早
川
　
仁
美

長
谷
川
由
美

伊
藤
　
素
明

　
市
立
の
小
学
校
及
び
中
学
校
の
施
設

の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、茅
ヶ
崎
市
学
校
施
設
整

備
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

問
　
学
校
施
設
の
整
備
は
総
額
１
０
０

～
２
０
０
億
円
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、学
校
施
設
の
整
備
方
針
を
伺
う
。

答
　
整
備
費
用
の
具
体
的
な
金
額
は
、

策
定
を
予
定
し
て
い
る
学
校
施
設
の
個

別
施
設
計
画
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

問
　
基
金
の
財
源
の
一
つ
で
あ
る
寄
附

金
に
つ
い
て
、想
定
し
て
い
る
手
法
を

伺
う
。

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
活
用
を
考
え

て
お
り
、具
体
的
に
は
、寄
附
の
メ
ニュ
ー

に
学
校
施
設
整
備
を
加
え
る
こ
と
で
、寄

附
金
を
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
小
児
医
療
費
助
成
事
業
費（
３
０
７

万
９
０
０
０
円
増
。小
児
医
療
費
助
成

事
業
の
所
得
制
限
及
び
一
部
負
担
金
の

撤
廃
に
向
け
た
準
備
の
た
め
、印
刷
製

本
費
、通
信
運
搬
費
、委
託
料
を
増
額

す
る
も
の
）

問
　
今
回
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し

た
費
用
の
内
訳
を
伺
う
。

答
　
シ
ス
テ
ム
改
修
に
係
る
委
託
料
に
約

１
５
３
万
円
及
び
今
回
の
制
度
改
正
に

伴
い
新
た
に
対
象
と
な
る
方
へ
の
通
知
等

に
伴
う
費
用
に
約
１
５
５
万
円
を
計
上

し
た
。

　
市
民
の
生
涯
学
習
を
保
障
し
、文
化

を
支
え
る
施
設
で
あ
る
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
及
び
茅
ヶ
崎
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
を
廃
止
す
る
方
針
の
変
更
を
求
め

る
も
の
で
す
。

問
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利
用
率
向
上

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
努
力
を
行
っ
た

の
か
伺
う
。

答
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
の
他
、

動
画
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
を
実

施
す
る
等
、新
た
な
周
知
方
法
も
行
っ
て

い
る
。ま
た
、ま
な
び
の
市
民
講
座
の
会

場
の
一
つ
と
し
て
設
定
し
て
お
り
、開
催

時
に
は
広
報
紙
で
も
周
知
等
を
実
施
し

て
い
る
。

問
　
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
利
用
者

の
声
を
聞
き
、施
設
の
廃
止
等
の
検
討

を
重
ね
て
い
く
べ
き
だ
が
見
解
を
伺
う
。

答
　
令
和
４
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
実
施
し
た「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、茅
ヶ

崎
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
及
び
萩
園

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
等
並
び
に

ネ
ス
パ
茅
ヶ
崎
ビ
ル
等
の
今
後
の
利
活
用

に
関
す
る
方
針（
素
案
）」に
係
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、市
民
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
頂
い
た
。検
討
の
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、今
後
の

方
針
を
出
す
時
期
を
延
期
し
、検
討
を

続
け
て
い
き
た
い
。

問
　
当
初
は
令
和
４
年
12
月
に
廃
止

に
関
す
る
条
例
を
提
案
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
た
が
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変

更
も
含
め
て
検
討
す
る
と
い
う
こ
と

か
伺
う
。

答
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
の
12
月

議
会
へ
の
条
例
廃
止
提
案
に
つ
い
て
は
、

延
期
し
、
合
わ
せ
て
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

に
か
か
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
延
期
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
は
検
討
し
て
い
く
が
、
今
回

提
案
し
て
い
る
廃
止
等
の
方
針
に
つ
い
て

は
、
利
用

者
の
意
見

等
も
踏

ま
え
、
し

っ
か
り
と

検
討
し
、

判
断
し
て

い
き
た
い
。

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

小児医療費助成
事業費を増額
議案第51号　令和４年
度茅ヶ崎市一般会計補
正予算（第７号）所管部分

委員会では
全会一致

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

市民ギャラリー、
茅ヶ崎駅前市民窓口
センターの存続を
求める陳情を審査
陳情第９号　市民ギャラ
リー、茅ヶ崎駅前市民窓口セ
ンターの廃止に関する方針
の変更を求める陳情

閉
※10

会中継続審査

陳
情
の
趣
旨

 

主
な
質
疑

市民ギャラリーの創作室

学校施設整備
基金を新設
議案第55号　茅ヶ
崎市学校施設整備
基金条例

委員会では
全会一致
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常
任
委
員
会
の
報
告

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
費（
11
億
８
７
８
８
万
８
０
０
０

円
増
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、初
回

接
種
の
完
了
者
を
対
象
と
し
た
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
に

伴
い
、報
酬
等
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
こ
れ
ま
で
同
様
、
集
団
接
種
と
個

別
接
種
を
予
定
し
て
い
る
か
問
う
。

答
　
集
団
と
個
別
と
も
に
実
施
予
定

で
、
令
和
４
年
10
月
に
開
始
す
る
集

団
接
種
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
及
び
モ
デ
ル

ナ
製
、
個
別
接
種
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
を

使
用
し
、
接
種
を
進
め
て
い
く
。

問
　
想
定
さ
れ
る
接
種
対
象
者
数
を

問
う
。

答
　
一
回
目
、
二
回
目
の
初
回
接
種
が

完
了
し
て
い
る
12
歳
以
上
の
方
で
、
市

内
で
は
約
19
万
人
が
対
象
と
な
る
。

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と

の
同
時
接
種
に
問
題
は
な
い
か
。

答
　
同
時
接
種
は
可
能
で
あ
る
。

問
　
市
民
か
ら
の
相
談
窓
口
の
拡
充
に

つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
現
在
設
置
し
て
い
る
予
約
の
申

し
込
み
や
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ

の
た
め
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
段
階

的
に
拡
充
し
対
応
し
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
費（
１
億
５
５
７
万
８
０
０
０
円
増
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
件
数

や
入
院
患
者
の
増
加
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、相
談・患
者
対
応
な
ど
に
係
る
業

務
を
行
う
た
め
、通
信
運
搬
費
等
を
増

額
す
る
も
の
）

問
　
現
在
の
第
７
波
及
び
今
後
の
第

８
波
を
見
据
え
て
の
対
応
か
伺
う
。

答
　
現
在
は
健
康
観
察
の
対
象
者
を
重

点
観
察
対
象
者
に
絞
っ
て
い
る
。
国
で

は
、
今
後
発
生
届
を
限
定
化
す
る
動
き

が
あ
る
が
、
高
齢
者
の
健
康
観
察
は
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
変
異
株
が

発
生
し
た
際
に
は
、
分
析
・
調
査
に

よ
っ
て
療
養
期
間
等
が
変
わ
る
可
能
性

も
あ
る
た
め
、
国
や
県
の
動
き
を
注
視

し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

問
　
各
費
目
の
内
訳
を
問
う
。

答
　
携
帯
電
話
の
通
話
料
及
び
郵
送

料
と
し
て
通
信
運
搬
費
を
、
国
保
連

合
会
と
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
に
係
る
審
査
支
払
手
数
料
と
し
て

手
数
料
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
派
遣
職
員

の
手
配
、
自
宅
療
養
症
状
の
管
理
業

務
と
し
て
委
託
料
を
、
携
帯
電
話
の

使
用
料
及
び
執
務
室
の
什
器
の
使
用

料
と
し
て
使
用
料
及
び
賃
借
料
を
そ

れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。

　
環
境
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
市

内
の
全
公
立
中
学
校
２
年
生
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
介
護
の

仕
事
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
生
徒
に
は
、
学
校
で
配
付
さ
れ

た
一
人
一
台
端
末
か
ら
回
答
い
た
だ

き
、
１
８
７
６
名
、
92
・
３
％
と
非

常
に
高
い
回
答
率
を
得
ま
し
た
。
貴

重
な
市
民
の
声
を
多
く
把
握
で
き
、

介
護
の
仕
事
に
関
す
る
更
な
る
周
知

等
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し

た
。
ま
た
、
介
護
人
材
の
確
保
に
先

進
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
平
塚
市

と
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
を
令
和
４
年
10

月
11
日
に
実

施
し
ま
し

た
。
実
態
に

即
し
た
政
策

の
提
言
に
向

け
て
委
員
間

で
討
議
を
進

め
て
ま
い
り

ま
す
。

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

新型コロナ第７波への
対応に伴う委託料等の
増額
議案第51号　令和４年度茅ヶ崎
市一般会計補正予算（第７号）所
管部分

委員会では
全会一致

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

委
員
会
の
活
動

政
策
討
議
に
関
わ
る
活
動
報
告

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、議
案
８
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
岡
崎
　
　
進
　

副
委
員
長

　
菊
池
　
雅
介

豊
嶋
　
太
一

加
藤
　
大
嗣

広
瀬
　
忠
夫

小
島
　
勝
己

新
倉
　
真
二

オミクロン株に対応
したワクチン接種を
開始
議案第70号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
（第８号）所管部分

委員会では
全会一致

アンケート集計結果の一部

（17）



令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第６号）
　防犯灯事業費について、本年4月の判決後に ｢控訴せず｣という
判断を得て、両自治会との話し合いの末、未払金を支払う方針を決
定したことは評価する。横浜地裁の判決は、｢原告の請求はいずれ
も理由がない｣という判断であり、協定書に違反することなく自治
会運営をしていた両自治会にとって当然の判決である。判決の趣
旨を十分に理解し、今後、両自治会に対応するとともに、再発防止
に努めるための組織の姿勢を改めて市民に示すべきである。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）
　小児医療費助成事業費は、所得制限及び一部負担金の撤廃に向け
た準備費用を計上するものであるが、現在の所得制限の一時的な中
止から所得制限の撤廃までの間に切れ目が生じないようにすべき
ことを付言する。また、学校施設整備基金積立金は、学校施設の大規
模改修や建て替えに多額の費用が必要であることから、施設の老朽
化を見込み、基金を創設することは時宜に適っている。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）
　小児医療費助成事業費については、所得制限及び一部負担の撤
廃に向けた準備費用が含まれていることを評価するとともに、少し
でも早い実現を求める。新型コロナウイルス感染症対策事業費につ
いては、避難所の感染防止用品の配備費用が含まれている。感染防
止に役立つだけでなく、避難所での避難者のプライバシーの確保に
ついても有効なものであり評価する。

茅ヶ崎市学校施設整備基金条例
　小・中学校の老朽化の整備に多額の経費が見込まれることは相
当前から分かっていたことであり、早くから基金の準備が必要で
あった。公共施設等再編整備基金は、すでに博物館（（仮称）歴
史文化交流館）やうみかぜテラス等の建設に優先に基金は利用さ
れているが、うみかぜテラスは市民から、満足に利活用されてお
らず、博物館は、地中に埋没されていたアスベスト処理などに余
分な費用がかかった。非常にロスの多い仕事を続けてきている。
なぜそうなるのか見直すことが先決である。（杉本啓子議員）

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第６号）
　市と自治会の間で防犯灯維持管理負担金についての運用に対す
る、見解の相違があり、議会も司法に判断を委ねることを同意し
た結果、行政側の敗訴となった。６月定例会で市長から真摯に対
応したいと説明があった点も踏まえ、今回、早急に対応し支出し
たことは妥当であると判断する。
令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）
　教育費で学校施設整備基金積立金が示された。学校施設は公共
施設整備再編計画でも別枠とされ、11 校が未整備の上、老朽化
が進んでいることから、学校施設に特化した基金の設立は極めて
良策である。基金について、中長期の計画や指針を定め、さまざ
まな制度を活用して財源確保に努めていただきたい。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）
　小児医療費助成事業費では、小児医療費助成に対する所得制限
の一部負担金の撤廃についてシステム改修などを含め、令和５年
度の早い段階で対応するとのことであった。なお、現在実施して
いる助成対象でない方への保険内診療分の医療費の払い戻しの対
象期間は、令和５年３月末までである。システム改修が令和５年
４月１日に間に合わない場合は医療費の払い戻しがされない利用
者が発生し、混乱が生じることが想定されるため、早期の対応を
望む。また、新型コロナウイルス感染症対策事業費について、防
災対策において、避難所への感染防止用品として多くの備品、消
耗品が拡充されることになるが、有事の際に対応する職員がこれ
らの備品等について迅速に使用できるよう、格納場所の配置や各
備品のマニュアル整備等も並行して準備することを期待する。

ちがさき立憲クラブ

共産党

新政ちがさき

会派に属さない議員

未来創生・湘風クラブ

公明ちがさき

私たちは、このような理由で

賛成しました／反対しました
　第３回定例会に提出された各案件について、
本会議での採決の前に各会派などが賛成または
反対を表明し、その理由を述べました。主な内
容は次のとおりです。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）
　シティプロモーション推進事業費については、現在も県外からの移
住者が増えており、可能性を秘めた事業である。民間企業を巻き込み
ながら、茅ヶ崎市を市外・県外へと発信していくことが重要である。
新型コロナウイルス感染症対策事業費については、新型コロナの第８
波に対応する予算であるが、第８波を前に全数把握や療養期間など、
国の考え方の見直しにより、コロナにおける対応の変化が予測され
る。市民に分かりやすい情報提供や重点観察等が必要な方が医療を受
けられる体制を維持していただきたい。また、コロナ禍における原油
価格や物価高騰の影響で苦しむ一次産業事業者を支援することは、市
内経済、地産地消を守るためにも重要である。交付金を必要とする事
業者へ行き渡る対策を求めるとともに、効果検証を求める。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第８号）
　新型コロナウイルスワクチンの初回接種完了者を対象としたオ
ミクロン株対応ワクチン接種について、該当者は12歳以上であり
市内では約19万人の市民が対象となる。10月から集団接種の開始
予定となっているが、接種条件が変更されることも考えられるた
め、しっかりとした告知を行うとともに、基礎疾患をお持ちの方や
60歳以上の方を優先的に案内し一日も早い接種完了を望む。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）
　新型コロナウイルス感染症対策事業費のうち、農業水産業費につい
ては、コロナ禍で燃料代や飼育代等の高騰に対し、農業支援を継続す
るため畜産農家、生産農家等への給付金であるが、給付金申請等の手
続きに違いがあるため、混乱なくスムーズに支給されるよう、迅速か
つ確実な周知等の対応を望む。また、可搬式インターフォンを各学級
に設置する学校管理費については、コロナ禍の校内等連絡体制を改善
し、緊急時等に非接触にて活用できるものであるが、備品のメンテナ
ンスや利用及び管理は各学校に任されている。さまざまな事態を想定
し、活用方法は各学校で適切な判断が求められる。生徒の安心安全を
第一に考えた活用を望むとともに、各学校間で格差が生じないよう情
報交換を密に行うことを要望する。

茅ヶ崎市手数料条例の一部を改正する条例（議案第59号）
　長期優良住宅の普及の促進に関する法律の改正により、既存
の在宅であっても、一定の条件をクリアしていれば、所定の手
数料で長期優良住宅の認定を受けることができることとなる。
既存住宅を安心して購入、維持管理できることは流通市場の活
性化にもつながるため、改正後の十分な周知と丁寧な説明が求
められる。

ちがさき自民クラブ

絆・新しい風

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

各
議
案
に
対
す
る
討
論
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ちがさき市議会だよりは、親しみやすい紙面作りに努めております。現在の紙質は、経費・読みやすさ・環境への配慮などを総合的に勘案
し選定しています。（広報広聴委員会）

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第６号）( 議案第 50 号 )、令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）（議案第 51 号）、令和４
年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）（議案第 52 号）、令和４年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）（議
案第 53 号）、令和４年度茅ヶ崎市病院事業会計補正予算（第２号）（議案第 54 号）、茅ヶ崎市学校施設整備基金条例（議案第 55 号）、茅ヶ
崎市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例（議案第 56 号）、茅ヶ崎市職員の育児休業
等に関する条例の一部を改正する条例（議案第 57 号）、茅ヶ崎市財政状況の公表に関する条例の一部を改正する条例（議案第 58 号）、茅ヶ
崎市手数料条例の一部を改正する条例（議案第 59 号）、茅ヶ崎市手数料条例の一部を改正する条例（議案第 60 号）、茅ヶ崎市手数料条例及
び茅ヶ崎市建築基準条例の一部を改正する条例（議案第 61 号）、茅ヶ崎市公共施設等再編整備基金条例の一部を改正する条例（議案第 62 号）、
茅ヶ崎市博物館条例等の一部を改正する条例（議案第 63 号）、市有地の信託の変更について（議案第 65 号）、令和３年度茅ヶ崎市公共下水
道事業会計利益の処分について（議案第 66 号）、和解について（議案第 67 号）、市道路線の廃止について（議案第 68 号）、市道路線の認
定について（議案第 69 号の 1 から 5）、令和４年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）（議案第 71 号）、令和４年度茅ヶ
崎市病院事業会計補正予算（第３号）（議案第 72 号）、茅ヶ崎市職員給与条例の一部を改正する条例（議案第 73 号）、和解について（議案
第 74 号）、和解について（議案第 75 号）、和解について（議案第 76 号）、損害賠償の額を定めることについて（議案第 77 号）、令和３年
度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について（認定第 2 号）、令和３年度茅ヶ崎市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳
出決算の認定について（認定第 3 号）、令和３年度茅ヶ崎市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算の認定について（認定第 5 号）、令
和３年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計決算の認定について（認定第 6 号）、障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律
の一部改正を求める意見書（議会議案第 4 号）、人権擁護委員の候補者の推薦について

■議決結果（全会一致の案件）

■議決結果（賛否が分かれた案件） ○賛成　●反対

■陳情の審査結果

※閉会中継続審査…会期中に結論が出ず、なお内容を調整検討するため、閉会中に継続して審査を必要とするもの

障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律の一部改正を求める
意見書意見書を可決しました
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本会議 
審議日

議案第 64号 教育長の任命について 9月 1日 同意 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
ず

◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

議案第 70号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第８号） 9月29日 可決 ◯ 退

席◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ● ◯

認定第 1号
令和３年度茅ヶ崎市一般会
計歳入歳出決算の認定につ
いて

9月22日 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ● ◯

認定第 4号
令和３年度茅ヶ崎市介護保
険事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

9月22日 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

認定第 7号 令和３年度茅ヶ崎市病院事
業会計決算の認定について 9月22日 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

会議の区分 件　　名 結果

文化教育
常任委員会 陳情第９号 市民ギャラリー、茅ヶ崎駅前市民窓口センターの廃止に関する方針の変更を求める陳情 閉会中継続審査

議
決
結
果
等
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令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第６号）
　防犯灯事業費について、本年4月の判決後に ｢控訴せず｣という
判断を得て、両自治会との話し合いの末、未払金を支払う方針を決
定したことは評価する。横浜地裁の判決は、｢原告の請求はいずれ
も理由がない｣という判断であり、協定書に違反することなく自治
会運営をしていた両自治会にとって当然の判決である。判決の趣
旨を十分に理解し、今後、両自治会に対応するとともに、再発防止
に努めるための組織の姿勢を改めて市民に示すべきである。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）
　小児医療費助成事業費は、所得制限及び一部負担金の撤廃に向け
た準備費用を計上するものであるが、現在の所得制限の一時的な中
止から所得制限の撤廃までの間に切れ目が生じないようにすべき
ことを付言する。また、学校施設整備基金積立金は、学校施設の大規
模改修や建て替えに多額の費用が必要であることから、施設の老朽
化を見込み、基金を創設することは時宜に適っている。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）
　小児医療費助成事業費については、所得制限及び一部負担の撤
廃に向けた準備費用が含まれていることを評価するとともに、少し
でも早い実現を求める。新型コロナウイルス感染症対策事業費につ
いては、避難所の感染防止用品の配備費用が含まれている。感染防
止に役立つだけでなく、避難所での避難者のプライバシーの確保に
ついても有効なものであり評価する。

茅ヶ崎市学校施設整備基金条例
　小・中学校の老朽化の整備に多額の経費が見込まれることは相
当前から分かっていたことであり、早くから基金の準備が必要で
あった。公共施設等再編整備基金は、すでに博物館（（仮称）歴
史文化交流館）やうみかぜテラス等の建設に優先に基金は利用さ
れているが、うみかぜテラスは市民から、満足に利活用されてお
らず、博物館は、地中に埋没されていたアスベスト処理などに余
分な費用がかかった。非常にロスの多い仕事を続けてきている。
なぜそうなるのか見直すことが先決である。（杉本啓子議員）

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第６号）
　市と自治会の間で防犯灯維持管理負担金についての運用に対す
る、見解の相違があり、議会も司法に判断を委ねることを同意し
た結果、行政側の敗訴となった。６月定例会で市長から真摯に対
応したいと説明があった点も踏まえ、今回、早急に対応し支出し
たことは妥当であると判断する。
令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）
　教育費で学校施設整備基金積立金が示された。学校施設は公共
施設整備再編計画でも別枠とされ、11 校が未整備の上、老朽化
が進んでいることから、学校施設に特化した基金の設立は極めて
良策である。基金について、中長期の計画や指針を定め、さまざ
まな制度を活用して財源確保に努めていただきたい。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）
　小児医療費助成事業費では、小児医療費助成に対する所得制限
の一部負担金の撤廃についてシステム改修などを含め、令和５年
度の早い段階で対応するとのことであった。なお、現在実施して
いる助成対象でない方への保険内診療分の医療費の払い戻しの対
象期間は、令和５年３月末までである。システム改修が令和５年
４月１日に間に合わない場合は医療費の払い戻しがされない利用
者が発生し、混乱が生じることが想定されるため、早期の対応を
望む。また、新型コロナウイルス感染症対策事業費について、防
災対策において、避難所への感染防止用品として多くの備品、消
耗品が拡充されることになるが、有事の際に対応する職員がこれ
らの備品等について迅速に使用できるよう、格納場所の配置や各
備品のマニュアル整備等も並行して準備することを期待する。

ちがさき立憲クラブ

共産党

新政ちがさき

会派に属さない議員

未来創生・湘風クラブ

公明ちがさき

私たちは、このような理由で

賛成しました／反対しました
　第３回定例会に提出された各案件について、
本会議での採決の前に各会派などが賛成または
反対を表明し、その理由を述べました。主な内
容は次のとおりです。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）
　シティプロモーション推進事業費については、現在も県外からの移
住者が増えており、可能性を秘めた事業である。民間企業を巻き込み
ながら、茅ヶ崎市を市外・県外へと発信していくことが重要である。
新型コロナウイルス感染症対策事業費については、新型コロナの第８
波に対応する予算であるが、第８波を前に全数把握や療養期間など、
国の考え方の見直しにより、コロナにおける対応の変化が予測され
る。市民に分かりやすい情報提供や重点観察等が必要な方が医療を受
けられる体制を維持していただきたい。また、コロナ禍における原油
価格や物価高騰の影響で苦しむ一次産業事業者を支援することは、市
内経済、地産地消を守るためにも重要である。交付金を必要とする事
業者へ行き渡る対策を求めるとともに、効果検証を求める。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第８号）
　新型コロナウイルスワクチンの初回接種完了者を対象としたオ
ミクロン株対応ワクチン接種について、該当者は12歳以上であり
市内では約19万人の市民が対象となる。10月から集団接種の開始
予定となっているが、接種条件が変更されることも考えられるた
め、しっかりとした告知を行うとともに、基礎疾患をお持ちの方や
60歳以上の方を優先的に案内し一日も早い接種完了を望む。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）
　新型コロナウイルス感染症対策事業費のうち、農業水産業費につい
ては、コロナ禍で燃料代や飼育代等の高騰に対し、農業支援を継続す
るため畜産農家、生産農家等への給付金であるが、給付金申請等の手
続きに違いがあるため、混乱なくスムーズに支給されるよう、迅速か
つ確実な周知等の対応を望む。また、可搬式インターフォンを各学級
に設置する学校管理費については、コロナ禍の校内等連絡体制を改善
し、緊急時等に非接触にて活用できるものであるが、備品のメンテナ
ンスや利用及び管理は各学校に任されている。さまざまな事態を想定
し、活用方法は各学校で適切な判断が求められる。生徒の安心安全を
第一に考えた活用を望むとともに、各学校間で格差が生じないよう情
報交換を密に行うことを要望する。

茅ヶ崎市手数料条例の一部を改正する条例（議案第59号）
　長期優良住宅の普及の促進に関する法律の改正により、既存
の在宅であっても、一定の条件をクリアしていれば、所定の手
数料で長期優良住宅の認定を受けることができることとなる。
既存住宅を安心して購入、維持管理できることは流通市場の活
性化にもつながるため、改正後の十分な周知と丁寧な説明が求
められる。

ちがさき自民クラブ

絆・新しい風

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成
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議
案
に
対
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論
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ちがさき市議会だよりは、親しみやすい紙面作りに努めております。現在の紙質は、経費・読みやすさ・環境への配慮などを総合的に勘案
し選定しています。（広報広聴委員会）

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第６号）( 議案第 50 号 )、令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第７号）（議案第 51 号）、令和４
年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）（議案第 52 号）、令和４年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）（議
案第 53 号）、令和４年度茅ヶ崎市病院事業会計補正予算（第２号）（議案第 54 号）、茅ヶ崎市学校施設整備基金条例（議案第 55 号）、茅ヶ
崎市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例（議案第 56 号）、茅ヶ崎市職員の育児休業
等に関する条例の一部を改正する条例（議案第 57 号）、茅ヶ崎市財政状況の公表に関する条例の一部を改正する条例（議案第 58 号）、茅ヶ
崎市手数料条例の一部を改正する条例（議案第 59 号）、茅ヶ崎市手数料条例の一部を改正する条例（議案第 60 号）、茅ヶ崎市手数料条例及
び茅ヶ崎市建築基準条例の一部を改正する条例（議案第 61 号）、茅ヶ崎市公共施設等再編整備基金条例の一部を改正する条例（議案第 62 号）、
茅ヶ崎市博物館条例等の一部を改正する条例（議案第 63 号）、市有地の信託の変更について（議案第 65 号）、令和３年度茅ヶ崎市公共下水
道事業会計利益の処分について（議案第 66 号）、和解について（議案第 67 号）、市道路線の廃止について（議案第 68 号）、市道路線の認
定について（議案第 69 号の 1 から 5）、令和４年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）（議案第 71 号）、令和４年度茅ヶ
崎市病院事業会計補正予算（第３号）（議案第 72 号）、茅ヶ崎市職員給与条例の一部を改正する条例（議案第 73 号）、和解について（議案
第 74 号）、和解について（議案第 75 号）、和解について（議案第 76 号）、損害賠償の額を定めることについて（議案第 77 号）、令和３年
度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について（認定第 2 号）、令和３年度茅ヶ崎市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳
出決算の認定について（認定第 3 号）、令和３年度茅ヶ崎市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算の認定について（認定第 5 号）、令
和３年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計決算の認定について（認定第 6 号）、障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律
の一部改正を求める意見書（議会議案第 4 号）、人権擁護委員の候補者の推薦について

■議決結果（全会一致の案件）

■議決結果（賛否が分かれた案件） ○賛成　●反対

■陳情の審査結果

※閉会中継続審査…会期中に結論が出ず、なお内容を調整検討するため、閉会中に継続して審査を必要とするもの

障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律の一部改正を求める
意見書意見書を可決しました
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本会議 
審議日

議案第 64号 教育長の任命について 9月 1日 同意 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
ず

◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

議案第 70号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第８号） 9月29日 可決 ◯ 退

席◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ● ◯

認定第 1号
令和３年度茅ヶ崎市一般会
計歳入歳出決算の認定につ
いて

9月22日 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ● ◯

認定第 4号
令和３年度茅ヶ崎市介護保
険事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

9月22日 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

認定第 7号 令和３年度茅ヶ崎市病院事
業会計決算の認定について 9月22日 認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

会議の区分 件　　名 結果

文化教育
常任委員会 陳情第９号 市民ギャラリー、茅ヶ崎駅前市民窓口センターの廃止に関する方針の変更を求める陳情 閉会中継続審査

議
決
結
果
等
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月 日（曜日） 内　　　容

11
29（火） 本会議 (各案件趣旨説明～質疑～付託 )

＊委員会審査（先議案件）
30（水） ＊本会議（先議案件最終審議）
1（木） 都市経済常任委員会（議案等の審査）
2（金） 文化教育常任委員会（議案等の審査）
6（火） 環境厚生常任委員会（議案等の審査）
7（水） 総務常任委員会（議案等の審査）

12
8（木） 議会運営委員会

15（木） 本会議（各案件最終審議、一般質問）
＊議会運営委員会

16（金） 本会議（一般質問）
19（月） 本会議（一般質問）
20（火） 本会議（一般質問）
21（水） 本会議（一般質問）

　紙面へのご意見、ご要望をお寄せください。
発行／茅ヶ崎市議会　編集／広報広聴委員会　発行日／4月・7月・10月・1月の末日
〒253-8686 茅ヶ崎市茅ヶ崎1-1-1　議会事務局　☎0467（82）1111（代表）　FAX 0467（82）1060　Eメール gikai@city.chigasaki.kanagawa.jp

令和４年第４回定例会の日程（予定）

○原則として午前10時から
　詳細については、１１月２２日(火)開催予定の議会運営委員会で決定されます
ので議会事務局にお問い合わせください。
＊印のある予定は、該当する案件がある場合に行われます。
★請願と陳情の第４回定例会での取り扱いは、１１月１５日（火）の正午までに提
　出されたものを対象とします。

ポスター作成協力：chataro factoryポスター作成協力：chataro factory

ＷＥＢ申込みＷＥＢ申込み

※令和４年11月16日（水）に参加確定者の方に会場案内などの連絡をいたします。　
※最少催行人数は各回３名以上です。  ※状況によって延期・中止になる場合があります。

｢みんなが自由に話せる場をつくろう。｣
そんな想いから私たち茅ヶ崎市議会は意見交換会を親しみを込めて
｢アロハトーク｣と名付けました。
意見交換会では、
『こんなまちにしたいな ちがさき』をテーマに、ご来場された市民の
皆様と議員で意見交換を行います。
議員一同、皆様のご参加を心よりお待ちしております。

10月3日（月） 8：30から11月15日（火） 17：00まで
住所・氏名（フリガナ）・電話番号・年齢・参加希望の時間を下記
のいずれかの方法でご連絡ください
中学生以上
各回16名 定員を超えた場合は、市内在住・在学・在勤者を優先として抽選を行います。

申込期間

申込方法

申込要件

定員

議会事務局　電話・メール又はＷＥＢ申込み

（土日を除く）

※託児、手話通訳を希望される方はご相談ください
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